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ラ ー ジ エ ー ン ド ラ 0プ ラ サ ー ド 自 伝 2)

7  転  校

兄は予科・ の卒業試験に合格するとカルカ ツタに11て 医学校への進学を志望 した。当時, ビ′ヽ

―ノし人で医学校に学んでいた人は恐 らく一人 もいなかつたのではあるまいか。一つにはカルカツタ

まで,1な ければならぬ L′ 学資の都合をつけるのも並大抵のことでは /」「かつたからである。それに

ビハール人には入学許可を得ることも容易なことではなかつたのだ !兄のカルカ ツタ行 きが決まる

と私をどこの学 1交へやるかが問題 1/Cな つた。私はカノしカ ンタヘ行 くべきではないということで兄が

カルカ ツタヘ行 くと私はパ トナーの学校からハ ト
'ア

ーの学校へ転校させられることになつた。ハ

トウアーの学校ではこれまでとはいささか勝手が違つていた.教授法が県立 チヤプラー校やバ トナ

ーの T.K。 ゴーシユ学院 とは少 L異なつていた。そ もそも入学許可を得 る時から気持よく事が薄

はなかつた。校長が試験をした上でないと許可できないとい うのである。

それでもなんとが入学は許可された.教授法が独特である。特に歴史の授業がそ うなのだが ,

学習する課が指示されるとそれを翌 日には暗んじて来なければならぬ.教師 lrc命 ぜ られるとその課

を初めら終 りまで本 を閉 じて暗誦 しなければならぬ。私はこのように解 りもせぬことを暗誦 した り

することはそれまで したことが 7A― かつた し:,記憶力 もよ くなか つた。約半年間,そ の学校に在籍 し

たのだが,一 日といえども完全に暗誦できたことは7Fか つた。精一杯の努力はしたのだがどうして

も世1来なかつたのである.仲間の一人が,同 じことを 120｀遍繰返 してやれば暗記出来ると言 つた

ので私 もそうしてみたのだが,一課を全部暗んじることはどうしてもJl来 なかつた。私は夕方にな

ると決まつて寝てしまい,朝 4時頃に起き上がるのを習慣にしていた.ハ トウアーでは 120遍 の

反復をするために夜中の 1時半や 2時頃に起床するのもめずらしくはなかつた。それでも完全 とは

いかぬ.学校では教師が私の情けない様をみては立腹 し,第 4級に入れるべきではなかつたとか,

第 5級に下げるぞ,と 脅かしたりする。これは私にとつてはらわたをえぐられるょうな苦痛の種で

あり,こ のハ トウアーでの生活ほど嫌な思いをしたことは学生生活のうちでほかにはなかつた。時

には, 1学年とばして進級していなかつたらこんなこともなかつたろうにと考えるのであつた、

とうとう私は■・・病人になつてしまい,年度末試験が迫つて来たのに寝込んだままであつた。試

験を受ければなんとか合格して進級もしていたろう。休暇に兄が家に戻つてきたのでなにもかも打

明けた。兄は,年度末試験を受けて進級することはない。その学校をやめてチヤプラーの県立校に

戻つたがよかろう, との意見を述べた。結局そういうことに決まり,私は再度チ■プラーの学校の
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第 4級に入つた。

一方兄は兄で妙なことになつていた。医学校にはどうしたわけか知らぬが入学出来ずに,パ ト

ナーに戻つて文学士課程に入つていた。私はその時にはずでにハ トウアーの学校に入学 していたの

で, またすぐにパ トナーヘ連れて行 〈のはまずかろうということで,半年間ハ トウアーにいたわけ

である。

私は学校で習うことだけを頼 りにしていた。一度も家庭教師をつけてもらつたことはなかつた。

ハ トウアーでは成績がよくなかつたので いわば親戚筋にあたる教師の家へ習いに通つていた。教

えてはいただくのだが,一日としてきちんと勉強が世1来たことはなかつた。そのハ トウアーの学校

をやめたのは私にとつては大成功だつた。チヤプラーlF6戻 ると再びこれまでなくしてt/hた頭の働き

を取戻 したかのようであつた。チヤプラーの学校では第 4級には生徒が大勢いたので3組に分けら

れていた.ベ ンガル人のラシクラーノし。ラーイ先生がおられたが, この先生が私たちの組の担任だ

つた。たいそう優秀な先生で,教え方も上手で,生徒をとでも可愛がつておられた。生徒も先生を

大いに敬愛していた。先生は私たちの子1の担任だつたが,ililの組 も教えておられたので第 4級の生

徒は大抵知つておられた.私は先生lrc大変可愛がつていただいた。第 4級 には生徒が多かつただけ

で /J― 〈,優秀な生徒も少なくなかつた,その中にはミドル。スクール (中等 級)2の卒業時に上級

での奨学金を確保して来ている者 も1/・ た.その連中は数学,11理,歴史の成績がよかつた.と い う

のは,すでに前の学校でヒンデイー語で学んできていたので今度の学校ではただそれを英語で復習

するだけのことだつたからである。間もな 〈私は先生にも級友たちlFcも 実力を認められるようにな

つた。

ラシク先生には特別可愛がつていただくようになつた。私はそれほど大勢の生徒の中では何の

試験にせよそれまで一度も一番になつたことはなかつた。ところがその頃, ラシク先生がおつしや

つたことがあつた。「 いいか, Lつ かり勉強するんだぞ。他の生徒もよく出来るが今 lr/r君 の方が上

位になるだろう.」 なぜそうい うことを4・
・つしやつたのか解らぬが,結局その通りのことになつた .

ただその予言通りになるのに 2, 3年 を要しただけのことである.学年末試験では私の成績は 4番

になつた。褒美を少しはいただいたが,他の生徒がt/・ ただいたは うが多かつた。第 3級でもやは り

ラツク先生に教えていただいた。それにもう二人の先生にも習つた。この先生は私には今なお忘れ

得ぬ人であり今日も御存命のラージエーンドラ・ プラサー ド先生である.こ の先生は歴史を教えて

おられたが,その教え方が大変巧みで,な んでも物語のように頭の中に入る。ハ トウアーの学校の

や り方とは正反対だつた。自分の言葉でうまく表現するのがよいとされるのであるから私lrcも それ

は簡単に出来た。ハ トウアーで暗記の努力をしたおかげで,作文をしているととてもしやれた表現

の語句や文章が思い11さ れる。自分の理解したことと暗記の努力が一体となつて立派なく,の となる

ので先生には大変お気に召すことになつた。

第 3級から第 2級に進んだが,学年末試験では第 3席になつた。こうして第 2級から第1級へ

進級する時の試験では私が首席,ラ ーマースグラハ君が次席になつた。ついt7Cラ ツク先生の言葉通

りになつた。ラシク先生も私と一緒に昇格され,第 4級から第 3級へ,第 3級から第 2級へ,そ し
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て第 1級を教えられた。もつとも,こ の間にラージエーンドラ0プ ラサード先生は転yJ」 され, ラシ

ク先生もしばらくの間ながら他校へ行かれたことがあつた。ラージエーンドラ先生はそのまま戻 つ

てこられなかつたが, ラシク先生は戻つてこられた。仲間はみな先生が戻られたのを大いに喜んだ

が, とりわけ私は嬉 L〈 てたまらなかつた。

ラシク先生lri教 ぇ方が上手だつたばかりでなく,生徒の指導い よく気を寵つておられた.私

lllこ の先生に感化されたところが一番大きかつた。ラージエー)ド ラ'プ ラリード先生,それにペ

ルシヤ語を教えて下さつた先生 (■ ウルヴイー)に もかなりの感化を受けは したが, ラシク先生は

家族も同然だつた。先生には厳しさも感じたが,親 しみも覚えるのであつた,教えて下さるばか り

で7iく ,いろいろ参考になる話をして下さり,私の考えを改めても下さつた。私はパ トナーで 2年

間勉強したのだが,幼なかつたので特に記憶に残つていることはない。ラシク先生は母国のことに

ついても少し話して下さつたし.人はどうすれは学問して立派な人間になれるかとt/1う ことについ

ても語られた。第 1級すなわち最終学年
3に

進んだ時 17‐は「 しつかり勉強するんだぞ。君lt大学に

入つても優秀な成績をあげる力を持つているのだからな.」 とはつきりおつしやつた。私にはその

意味がわからず,ただ勉強すれば奨学金がいただけるようになるだろうと思つただけだつた。

私が第 2級の学年末試験を受けていた頃, テヤフラーではペフトが蔓延 していた。2日 日の試

験が終わつてからであるが,喉がはォ1ぁ がり高熱に褒われた,そ のため3日 目の試験にはμlら れな

かつた.家に連絡がとられた.驚いてやつて来た父は田舎に連れ帰ると自ら調合した薬を飲ませて

くれた。私は元気1/c~な つた。ぺ女卜に罹つたのか普通のお多福風だつたのかわからぬが,ベ ス トの

疑いが濃厚だつたので,か 7iり あわてた。この騒ぎのために期日までに授業料を納めなかつたので

除籍されてしまつた.試験の結果は私が 2科日とも一番だつた。それに成績 もとてもよ〈,lllの 2

科日の試験を受けなかつたのに合格には十分なものだつた.そ のL7i,新任の校長が来ていたが,欠

席の間に私の進級を認めていた.し かし,進級はしたものの授業料を納めていなかつたのでやは り

除籍処分になつてしまつた。体の具合がよ〈なつたのでFitlも なく学校に戻つた。

ある日, ラシク先生が話された。 開 は除籍処分になつてつま'ぬ ことをした。規則では大学

入学試験に合格した後支給される奨学金は過去 1年間同じ学校で勉強をした生徒にしかもらえぬこ

とになつている。君は優秀な成績をおさめても奨学金はもらえぬだろう。しかし,方法がないわけ

ではない。お父さんから教育長宛にこの規則の適用を免除していただくようにといぅ嘆願書をどlL

てもらうがよい .

私は曖願書を書いてもらつて提11し た。それには,ペ ストに罹つたため家に戻つたので授業料

を支払えず除籍処分になつた旨を記した。また,試験の成績なども示して奨学金はいただけるもの

と思うが,規則が支障となつていることも書き添えた。校長は嘆願書を見ると,「これはつまらぬ

ことじや。教育長にも規則をまげる権ll■ はないのにわしがどうして推薦できようか。君がベストに

罹 つたかどうかわしにはわからん。」 と言つた。医者に治療してもらつたわけではないので医者の

証明書を提世|す ることもμl来 なかつた.と もか く校長は推薦せずに書類を上司に回した。

ラシク先生は校長が推薦 Lな かつたというので残念がられた。こういうことでは教育長は承認
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しないだろうと思われたので,「でも,唆願書を[1し て構をしたわけではないからな」 と慰めて下

さつた。嘆願書は視学を介 して教育長に提Jlす る規則であつたので,教育長宛にはなつていたが
=

先に視学のもとへ届けられた。視学は嘆願書を読むとそれを教育長のもとにまで回すこともないと

考え,承認の手紙を書いてよこした。校長は教室で,「君の喫願書は視学に承認してもらつた.」

と言つた。校長はさらに,「視学にそれを承認する権限があるのかどうかわしは知らぬが,君は心

配せんでよい」 とも付け加スた .

ラシク先生はこのことを耳にされると大変喜ばれ,私をいつそう励まして下さつた .つ いては

謝礼もとらずに御自宅にまで呼んで全学科 1/r― ゎたつて私の解らないところな教えて下さるばかりか

毎日勉強の方法や段取 りについて指示を与えて下さつた.先生は,私が大学に進んでからもよい成

績を l.・ さめるに適いないと確信を持つておられたのだが,私は自分如きものが大学でよい成績をお

さめるなど夢にも思つてみたことはなかつた。

当時,奨学金には3種 あつた。第 1は月額 10ル t:― のもので,県全体で最優秀の生徒 2, 3

人に支給されるもの,第 2は月額 15ル ピーのもので今日t7Dパ トナー及びテイルフト両地区の7県

から戊つていた地区 (デ イヴイジョン)全体で最優秀の生徒 2, 3人に支給されるもの,第 3の も

のは月額 30ル ピー支給されるもので,大学全体で最優秀の 10人に支給されるものだつた。当時

ビハールはベンガル州に属しており
4ベ

ンガ/1, ビハール, ウリーサー (オ リツサ),ア ツサム
,

それにビルマまでが力八カンタ大学の学区に入つていた。この全学区に同一の試験が実施され,最

優秀の生徒 10人に月額 20ノしピーの奨学金が支給されるのである。私の念願はせいぜい10ル ピ

ーか 15ル ピー程度の奨学金をいただくことぐらいで, それ以上のことを順 つてみたことは一度も

なかつた。しかし,その念願にせよそれを達成するにはよほどの努力を L´ なければなるまいと思つ

ていたので,かなりの努力を続けていた。

大学の統一試晨k先立つて学んでいる学校で学校別の試験が行なわれる。その試験に合格した

ものだけが大学の試験を受けることが出来るわけである.私はその試験でよい成績をあげ,一番に

なつた。大学入学試験の受験許可はヽらつたのだが, やつかいなことを一つ片付けねばならなかつ

た。学小1日 として図画があつた。これは選択になつていたのだが,奨学金決定の際にその点数が力『

算されるのである.他の科 Flではかなりの点数をとつていたのだが図画の先生に入学試験に図画を

選んでもよいとの許可をμlし ていただけなかつた。図画の配点は2, 3o点だつたがその試験を受

けられないことになると20点あまりがもらえぬばかりか,奨学金までもらえぬことになる。いろ

いろと努力した結果, ようやくのことで入学試験の日まで毎日‐時FFE図画を勉強するという条件で

受験を認めてもらつた。私はその条件をのみそれに従つた.おかけでもしそうしていなかつたら図

画で25点ももらえなかつたろうし,席次もそれ以下になつていたに違いなかつた。試験日が迫つ

てきたので試験日の数日前にパ トナーヘ向かつた。

試験をすませるとパ トナーから家へ戻つた。兄も休暇で家に戻つた。兄はカルカツタから帰う

てパ トナーの大学へ入つたのだが,重病になつたため医者のすすめでイラーハーバー ド イァラーハ

ーバー ド)へ移つた。イラーハーバー ドではムユーア。セントラル ●カレツジに入学 L"その年,



文学士の学位を得た。さらに文学修士と法学士の課程を修めるために再びカルカツタヘ出た。イラ

_ハ_バー ドとヵルカツタに暮らし′ていたので兄は休暇で家に戻るといろいろi/1こ とを教えてくれ

た。私はその話に耳を傾けっど1来 るだけそれを参考にするようにしていた。おそらく1899年 に

イラーハーバニ ドから戻つた時FC歯を鷲発
6の

ことを話してくれた。国産の衣料も持ち帰つて来

ていた。私もその時から国産品を着用するようになり,ガンデイー。ジーがカツダル (手織 り)7

を強調されるよりも前から国産品ばかりを愛用していた。ただ一度だけ舶来 llきを幾着か買つたこと

があるが, これについては後で述べることにする。兄はその頃から国産品愛用を始め,私にも勧め

た。兄はそれ以来舶来品はただの一着も買わなかつた。そればかりか,手織 りが普及するに及んで

からは手織 り以外の品は国産品であろうとも決して買わ/」
―かつた ,

国産品愛用については衣服rc限 つたことではなくてど1来 る限り他の品々を買い求める際にも気

をつけていた。大学の試験を受ける時の用にと私は特に国産のベンとペン先を買い求めた。兄はい

つもこのような品をイラニハーバー ドやカルカツタから買つてきた。私たちはなにも角1ら ぬままに

国産品と思つて買つていたのはそうではなかつたようで,今になつてみると店主たちに蝙されてい

たように思える。しかし,私たちの信念はし,る ぎなく,国産品と信じて買つていたのである。

休暇に入 り,私たちがそろつて夕方の散歩に[1か けようとしていたところへだれかが来て試験

の結果が官報に[1た , と告げた。シーワーンヘ行つてみると,私は第 1級
8の

成績で合格したこと

だけが判つた。まだ奨学金のことは発表に41つ ていなかつた。数日後同じように夕方散歩している

ところへだれかが私が大学全体の首席で試験に合格 した旨の電報を持つて来てくれた。兄は電報を

読むと大喜びしてくれた。兄と一緒に家に駆け戻り父に知らせた。兄は大学全体で首席になること

´
がどういうことなのか,その意味を説明した。父も母 も家中の者が大喜びだつた.私は兄の意 見に

従い以前から試験に合格 したらカルカツタのブレシデンシー。カレツジ (PreSidOncy oO■■ego)に

入学することに決めていた.入学試験の願書を提μlす る際に, もし奨学金が支給されるようであれ

ば,同校への入学を希望する,と 書込んでおいた。それに基き私のカルカツタ行きは直ちに決まつ

たわけである。

チヤプラーの学校にいた頃=私はあるパンデイツトのもとに住んでいた。大変に有名な占星師

であり,今 日もまだ達者にしておられる.バ ンデイツト●ヴィクラマーデイトヤ。ミシユラ先生で

ある この方が私の保護者名代であつたが, 自らも学生に教えておられた。毎日サラージユー川で

身を清め,他人の触れた水さえお飲みにならぬような方で熱心に祈蒔しておられた。チヤプラーに

はハ トウアー侯の建立になる小寺院もあつた,こ のようないろんなことが子供心にそれなりの感化

を及ぼした。私たちは自分たちをサナータナ派
9に

属していると考え,ア ーリヤ●サマージ
kい

布

教師が来ることがあれば:議論を挑んだりした。ラグナンダン。トリパーテイー 。マハーマホーパ

デイヤーヤ (大博士)力 私ゞたちの学校の校長であつた。学校ではベルシヤ語を習つていたが,家で

はミシユラ先生からサンスクリツトも少しは習いかけた.ラ グカーウムデイー 少`しは習つたの

だが続けることが11来なかつた。チヤプラーの学校のことは今なおすがすがしい思い出となつて残

つている .



私は休暇以外には家に戻らなかつた, と記憶する。体暇で帰ると母は大抵少しでも長い間家に

ひきとめておこうとするのだが,私はすぐには「 うん」 と言わない。休暇にはジーラーデーイーで

思いlTlり 遊ぶことしかすることはな〈,大抵はチツカー遊びにつぶ L´ てしまう。兄も家に戻つて来

て私たちと一緒に遊んだ .

チヤプラーでの暮らLは質素7iも のだつた。手もとにお金を持つていたことは滅多になかつた。

ある■―デイー (食 料品商)の店でなんでも買い求められるように話を決めてあつた。これは兄が

チヤブラーの学校にいた時分から続いていたことで,毎日,伝票に入用なものを書いてモーデイー

のところへ持つて行き,米,豆,ギ ー,薪炭,それに,間食のカチヨーリー・
240菓

子などを受取る .

このモーデイーはハルワーイー。カース ト・
3の

者だつたので,なんでも提供ど1来 たわけである。ク

ンジヤリー (野菜売りの女)は Fl・ lじ ような契約で野菜を持つてきてt/nた 。.T― デイーはジーラーデ

ーイーを訪れては伝票を見てその代金を受取ることになつていた。クンジヤリーの女はジーラーデ

ーイーに行 〈必要はな く,訴訟などの用事でチヤプラーによく日1かけていたわが家の代理人が清算

してい〈ことになつていた.(学校の)授業料もやは りこの代理人が支払うし,衣類を買い求める

時にもや141り 責つてくれることになつていた。このようなわけでチヤプラーにいた岡中′私の懐中

に金の i、 つたことは殆んどなかつたろう.

わが家の経済はあまり芳Lく なかつた。土地 。圧阻iは大伯父の代やヌーヌーおじの代と変わら

なかつたが,二人が亡 くなつてからは父は不如意になつており,私たちの学資に現金を調達するの

にも大変苦労 L´ てlr・ た.モ ーーデイーもジーラーデーイーでは現金を受取れず,時 ,々 どこかの村の

タフシールダーノ′
4に

宛てた父の手紙をもらいジーラーデーイーからさら7/rその村へ行き,そ こで

代金の支払いを受けることがあつた.チ ヤプラーでの生活費はわずかなものだつたのでなんとか都

合がついていたのである。私は一度もお金に不自由な思いをしたことはなかつた。それに兄がこの

ことについてはいろいろと気をつかつて〈れて,休暇で帰つて くるとその手配を Lン て〈れていたか

らでもある。しかし 兄の学資はイラーハーバー ドヘ送 らねば 7」
―らなかつたので父は苦労したよう

だが,子供たちの学資はどうしても工面しなければならぬと心に決めていた。

ザミーンダーリー関係の仕事をlH当 していたデイーワーン (執事)力rぃ たが, この人は祖父の

代から勤めていた人で,仕事には精通していた。父は大伯父の存命中はザミーンダー リー関係の仕

事はしなかつたのでこの人を信頼するほかなかつた。私の記憶に残つていることだが,兄は受験料

を納めることになり,期 日までIC~5～ 60ル ビーを納めなけオ■ば一年間受験を延期しなければなら

ぬ, と手紙に書いて寄こした。父の手もとに金はな〈,デ イーフーンも村で都合することが出来な

かつた,父は弱りきつてとうとう母の金の首飾りを質に入れて送金した。なにもかもそろつている

のに時折食事の仕度 も遅れるようなことさえあつた。兄は,こ のようなことはみなデイーワーンの

仕事のきりまわしがまずいから生ずることだと不満rc~思 つていたが, どうすることも

`1来

なかつた。

休暇に一度戻つてきて少しは仕事をみたりしたがイラーハーバー ドの学校にいる間は特にこれとい

つたこともJI来なかつた .

ザミーンダーリーの上がりは年に 7～ 8千スピーほどであつた。それから御上へ納入する分を



差ヲfけば 5～ 6千ルピーのものが残つた。数百ビーガー・
5の

ET畑 で,米,小麦, とうもろこL, ア

ルハル豆,大麦などの収穫がかなりあつた.さ とうきびから製造する黒砂糖は若干現金収入にもな

つた。この田畑のあつたおかげて子供時分のわが家は穀物であふれるほどになつていた。牛や水牛

は相当な季Lを Jlし ていたし,牡牛 も数頭いた。ところがその頃は一体どういうことになつていたの

か稲は 自家消費分にも事欠 〈有様て,他の穀物も買求めねばならぬようなことだつた。父はあまり

に欠損ばかり続 くのでしばらくの間耕作を止めさせたこともあつた。いささか苦難の日々であつた

が,父は元気を失わず,人にはこの二人の息子が私の財産です. と話していた。

これに関連 したことでもう一つここに書 きとめてお 〈べきことがある.ヌ ーヌーおじが亡 くな

り,大伯父と父とが残された。私たちはまだ子供だつた。前17Cも 記したようにザミーンダーリーーは

みな大伯父が手に入れたものであり,大伯父の稼きど1し たものだつた。ヌースーお じにll子は娘一

人しかなかつた。ヌーヌーおじの死後,だれかが,大伯父に,大伯父の死後ヌースー rD・ じの一人娘

とおばとが困るだろうから,なんらかの対策を講じておいたがよいと話した。大伯父は遺産分与書

を書 くことに決めた。証書はシーワーンで作成された。それによるとおばの暮らしのためとして年

額 1千 ルピーの上がりのある2ケ村がおばにその存命中与えられることになり,そ の娘 lvcは すべて

のザ ミーンダーリーの収入の16分の 7が 与えられることになつており,残 り16分の9が私たち

のものとなつていた。

一家はこれまでずつと共同生活
1%し

てきてぃたので,大伯父にこのような遺産分 年の権限が

あつたのかどうか判然としていなかつた。遺言状も書かずに大伯父が亡 くな?ていれば,全財産は

父の所有となり,おぼはただ食扶持しかもらえず,その娘はなにももらえなかつたろう.それて一

部の人が大伯父に遺言状を書〈ように勧めたのであつた。父はつんにさじきに置かれていた.なに

もかも手筈が整つてからある日登録吏が登録にジーラーデーイーにゃってきた。みなは,父が もし

遺産分与書に署名すれば,後になつて文句を言うことはど1来 ぬし,万事決着がつくと注意した。登

録吏がジーラーデーイーlrcゃ ってきてから父には事の次第がようやく判つたようなことだつた。大

伯父は父に署名を求めた。大伯父は父が恐らく承諾しないだろうと問かされていたのだが,父は,

「伯父さんのおつしやる通りに致しましよう。私はそれで結梅です。育てて下さつたのも伯父さん

ですし,財産はみな伯父さんが築かれたのですから, たとえ全部が全部をチヤンドラムキー (ス ー

スーおじの娘)におやりになろうとも私は構いません。私には 2人の息子が宝ですから伯父さんが

この子らに祝福を与えて下さるだけで満足です。」 ときつは りと言つた.私たちもそこに呼ばれて

いたが,大伯父は声をあげて泣きど1し ,大伯父にあれこれ告げ口をして疑念を抱かせた連中を罵り

出した.父は署名した。登録吏は手続きを済ませt戻 つて行つた。

不幸なことに,私がハ トウアーの学校lFCい た頃, チヤンドラムキーは病気に罹 り,薬石の限り

を尽〈したのだが来婚のまま亡 くなつてしまつた。おばは長生きをし,収入は聖地巡礼などに用い

ていた。おぼの死後,ザ ミーンダーリーはみな私たち兄弟のものとなつた.おばは大抵の聖地へは

詣でていた.夫亡人になつて家に戻つてきている私の姉がおばと一緒に巡礼にど1かけていた。 2人

はあたかも聖地巡礼や願行の競争でもしているようなことで沐浴・
7と

か儀礼とかで欠かしたもの
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はないといつてもよいほ どだつた。 2人は四聖地, ち なわち,ジ ヤガンナー ト, ラーメーシユワ

ル, ドウワールカー,バ ドリーナー トに詣でていた。姉はバ ドリーナー トヘは 2, 3度行つた。母

はほとんど家に居 り,聖地巡礼に時折ど1か ける程度だつた.私はまだ大学に入る前,母 とおば,そ
れに姉 と一緒に一度はアヨーデ イヤー・

8へ
, 2度日はマ トウラー・

9と
ヴ リンダーヮンヘ行つた

のを覚えている。このような旅行にはかな りの費用がかかるし,ずいぶん苦労の多 1/3も のだつた。

この旅行の時,聖地では,パ ンダー
2°

たちが大変な仕事をするものだと感心 L′ たことだつた。私

たちはパンダーの家に泊 まつた。パンダーたちはずつと私たちにつ ききりで,あ らゆ るところへ‐案

内 して くれ,な に一つ不 自由な思いをさせなかつた,いつのことか私には記憶がないハ 大イ白父や

お じ,そ れに父などがやは り同じ所へ行 き,同 じバンダーの帳面に記帳していたのであつた.バ ン

ダーたちには年に一定額の礼金を支払 うようになつてお り,毎年ジーラーデーイーにお金を受取 り

17Cや ?て来ていた。このようなわけでバ ンダーたちは私たちを特別 1/Cも てな してくれるし,パ ンダ

ーたちにはまた布施 も手1/C入 るというようなことであつた。こうした喜捨 0祈蒔 。聖地巡礼 。沐浴

などで家中の「 指揮官」になるのは姉であつたが,今日も同じでセ)る 。家では絶えずなにかのお祈

りが行われていたが,今もなおそれには変わりない。

こうして学生H寺代が過ぎていつた。家にはあまり関係がな〈なり,体暇の時だけ戻るようなこと

であつた,結婚はしたものの妻と会うことは住かしかなかつた。そうして戻 つてきても会うのlr■ 夜

にな/_nょ ぅなことだつた。一度妻がコレラに罹つたことがあつた。ちようど私が家にいる時だつた

が,父の薬と治療でよくなつた.だが父は随分案じてくれた 私まで心配のあまり様子がおかしく

なつた。要のことに気をつかうのは当時の風潮としてはみつともな t/・ こととされていた。私は心配

で容態を知りたかつたし,看護したくもあつたがだれにたずれるわけにもいかず,看護 したいとも

日にはど1せ なかつた,家族ほだれも私が妻の病気に関心があることを感づかなかつたのだろう。と

もか く快復したので私は安堵したが,容態が悪化でもl_て いれば何時まで人目をはばかつておれた

かわからない。

このように家の中にずつとひきこもつていては兄嫁も私の妻も健康を損 うのは当り前のことで

その通 りになつたまでのことだつた。2人 とも幾日かずつ交代のようにリウマチに苦 Lめ られてい

たが,ず つと後になつて家の中をのびのびと歩 くようになつてやつとその病気から解放されたよう

なことである .

0
l F.A.(First Alt s)も し〈は Intermcd●toと いう。小学校入学から数えてll, 12

年級に相当 .

2 4年 i間 の小学校と4年間の中学校の計 8年 を終了したことになる。本文にあるように教育が

イン ドの言語で行われるか英語で行われるかにより系統を異にしたため一部の生徒は英語を媒介語

とする教育を受けるため実際は下級学年に入つていたわけである。

3 mtranceも し〈は Matricu■ ationと 呼ぶ.第 10年級で, これを終えると大学 rヵ レツジ

第 11年級以上を呼ぶ)入学資格を得る。



4 1911年 にベンガル州からオリツサと共に分離してビハール ●オリツサ州となる。さらに

1985年 rlcォ リツサ州と分離 .

5 インドでは官立校であれ私立校であれいずれかの大学に直属もし〈はカロ盟してお り,その大

学内では統一の試験が行われ学力が認定される.

6 SVradosf 本来, 自国の,国産の (品),な どの意で,あ るが,一般に1905年 のベン

ガル州分割の際に反対運動の強力な一翼をになつた国産品愛用 。外貨 ζ英製品)排斥運動をさす。

このような主張そのものは 19世紀の 70年代初頭からベンガル地方を中心に現われていたが, イ

ンド国民会議の賛同を得て一段と大衆的な運動となるのは本文にもあるようにベンガル分割反対運

動を機とした。

7 Khaddar―手織 リー般,特に手続どの綿糸を手で織つたものを指す。国産品愛用運動により

これを着用することが強調された。これを着用することは愛国者の標識となり,コ ングレス党員の

代名詞とされたが,後には着用者の道義的堕落のため興.せ かけや偽善といつた皮肉な意味にも用い

られるようFcな つた。

8 大学の試験成績の総点平均によつて評価が第 1級から第 3級までに分けられる。

9 Sanattti― Smttna dllarm,す 7iわ ち,「永遠の法」を信仰する人の意,こ こでいう永遠

の法とは伝統的なヒンドウー教のことであり,改革派に対 L正統派の意も持つている。

lo Arp Sal島 一近代ヒンドウー教改革 iFFkの 一.グジヤラー ト出身の肺ami Dayarland Sat―

v..tr(1824-1883)に より1875年 に最初ボンベイに設立される。その後,パ ンジヤー
‐

ブ地方を中,きに1ヒ 部 0西部インドで活濃な活動をしてきた ヴエーダのマントラのみを天啓のもの

とすることや偶像崇拝を排斥したり,カ ーストを生得のものとしな1/・ などの重要な点で伝統的な ヒ

ンドウー教と立場を異にする。19世紀末から今世紀にかけて民族意識の高揚,民族教育の振興の

ほか寡婦の福祉,幼女寡婦の再婚などの社会改革運動 lFCも 力があつた。

1l laまuk… 」 ―一パーニこの文典の解説書 (311attoj i― dikShitaの Sidt■■anta Llト

mud■ )の Varada― rttaに ょる摘要で,イ ンドでサンアクリツト学習者の入門書の一 .

12 LCau」 ―ひき割りにした豆に小麦粉のころもをつけ,ギーや油であげたもの。

13 Ha■v7aI― 北部インドの菓子製造販売を生業とするカースト.菓子類やその他の食品に

してもギー (精製バター)や牛予ιを用いたものであれば,高いカーストの者 もハルワーイーから買

い求めることができる。なお,いずれのカーストもハルワーイーから水を受け取ることができる。

14の01を参照のこと。

14 Talご■dar一 本来, tttSi■ (郡)の徴税人のことをいうが, ここでは,ザ ミーンダー リ

ーC集 金人をさすものと考えられる.

15 Bigha 一 面積の単位。1ビーガーは8分の 5エ ーカー.

16 原文には i洒■ とあるが正確には bi`■ ij駆■とぃぅ。「 全体で,共同で,集団的IC」 など

の意 .

17 罪障を洗い流すために聖なる川や湖などで沐浴すること。随時に行われるものと暦により
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特定の日時に行われるものとがある .

18 ヒンドウー教の聖地はインド亜大陸に非常に多数あるが, そのうち次の四聖跡地 ( Car

dham)が東西南北の四端に位置する四大聖地とされ,多 〈の信徒が詣る。」agannath― ウリーサ

ー (ォ リツサ)州のベンガル湾に面したプリー市に位置。」aganna tlla(ク リシユナ神)を杷つた寺

院がある.正確には, Ranoshvarm― マ ドラス州ラームナー トプラムのパーンバン島にある聖地。

シヴア神をまつつた寺院がある。Dvar(al ka_グ ジヤラートのカーテイヤワール半島の西端にあ

る。同地のRttcho● i寺院にクリシユナ神がネEら れている.Ba drinath― ウツタル ●プラデーシ

ユのチヤモー リー県に所在.ガ ンジス河が氷河と分かれる。ヴイシユヌ神 r Badrinatta)を 相つた

寺院がある。

19 臨thu拓 , ゥッタル プラデーシユ西部,ジ ヤムナー川西岸に位置する都市で, 10KM

lraど の距離にあるVr血ぬvmと 並びヒンドウー教徒の聖地.ク リシユナ信仰に関連のある多数の寺

院と沐浴場 (a・aξ ,ガ ート)力 あゞり,全土から参詣者がある。

20 聖地。巡礼地で巡礼者の案内や世話を専業とするプラーフマン (バ ラモン)。 堂守や調理

人となつているバラモンをさすこともある。

8進  学

試験の成績が発表になつてからチヤプラーヘ行 つてみると,成績がよかつたのは私だけでな 〈

私たちの学校全体 もよかつたとい うことが判つた。同級のラーマー ヌグラハ君は月額 20ル ピーの

奨学金をもらつた し,他にも2人が 15ル ピー, 2人が 10ル ピーの奨学金をもらうことになつた。

それに上級の成績で合格 lた者 もかなりお り,不合格だつたのは 1人が 2人であつた。県立チヤプ

ラー校がこのような成績をおさめたのは御∫立以来のことだつた。ビハール全体でも今 までこれにど

優秀な成績をおさめた学校はなかつた.当然のことながら学校関係者は大喜びてチヤプラーーの弁護

士界 も喜びに湧いていた。弁護士のプラジユキシヨール ●プラサー ド氏はすでにチヤプラーで開業

してお られたが,ま だ新進で意欲 に燃えてお られた.間 もな く名が知 られるようにな り,と りわけ

弁護士界の有力者となられた。私の故郷の村からわずか 10キ ロほどのところに住んでおられたの

だが,私は存じ上げていなかつた。私がチヤプラーに出かけた時に兄と相談して私のためにちよつ

とした祝宴を張り,お招き下さつたのだが,折悪し〈ちようどその時病気に罹り出席できなかつた。

チヤプラーではまず初めにラシク先生を御自宅にお訪ねした。先生はとても喜んで下さり,早

速マンゴーと菓子を御馳走してくださった.長時間私をひきとめられ,「この試験の結果,君の責

任は非常に大きなものになつたのだ。」と話された。「 ビハールの学生が大学全体で一番の成績を

ぉさらたのはこれが初めてのことなのでベンガル人学生にはこれが我慢ならないだろう.連中は予

科の試験では君を負かそうと懸命な努力をすることだろう。それに質のよくない連中はほかのこと

でも君を痛めつけてやろうとねらつて来るに違いない。だからカルカツタではよくよく注意と警戒

を怠らぬようにして今の成績を保持するようにしなければならぬ。どのようなことで も私に報告 し

てどのような形にもせよ怠けたり愚かしいことをしてはならぬ.カ ルカツタは大都会だから遊びご



とも多く, よからぬことも山ほどある。な17/Cご とにも誘惑されぬようにして,学校では精一杯頑張

つて成績が下がらぬようFCし なさい.」 先生は,予科でもどうあつても一番tFCな らなければならず,

もしそれに失敗すれば大変まずいことになるだろう, と思いこんでおられた。こうい うわけで先生

はいろいろとこの点について強調 してカルカツタヘ旅立つ私にはなむけの言葉を下 さつた。ところ

が,私は下宿に着 くとす 〈・に熱を出 して しまい,世 1発 を延期す ることになつた。数 日 して元気に /i

つたので兄と一緒にカルカ ツタヘ向かつた。

カルカ ツタでは兄は以前からイーデン 。ヒン ドウー ●ホステル (寮)に住んでお り,ダ フ oカ

レツジの修士課程でltX史 を学び, リポン ●カレツジの法学士課程で法律 を勉強 していた。私は兄 と

一緒に寮へ行 つた。カルカツタヘ出たのは初めてだつたので建物や道路,市 移澁車などを見て彎 い

た。ホフテルはチヤプラーの下宿に比べてみるとまるで宮殿のように思えた。あまり遅れて行 つた

ものだから寮はすでに満員で空部屋は全 くなかつた.そ れで児の部屋に泊まつていた。プレジデン

シー 0カ レツジに行 つてみるとやは りかな りの学生が来ており,後から来た者は入学許可を得 らオ1

■ くなつているのが判つた.・ 校長は P,K.ラ ーイ氏であつたが,兄がイク長に会 つて話したとこ

ろ入学を許可 された,入学は出来たがホステルは満員だつたので,や つとのことで兄のいた 4人部

屋に私を入れて 5人が入ることになつた。

教室へ行 つてみると一漁1変 わつている。それまで頭 rlt tに も彼 つていない学生を一度にこれに

ど大勢見たことはなかつた。中には洋服を着用しハ ツトを被 つている者がいた。イギ リア帰 りの井

護士や医者などの息子たちであつた。私はそ力lま でイン ド人の学生がハ ツ トや洋服を着用している

のを見たことがなかつたので,ひ よつとするとこの連中はアングロ。インデイアンかクリアチヤン

ではなかろうかと思 つた。ところが教師が出席をとつた時に名前を聞いてみてようや くヒンドウー

教徒で⊇,る ことが判つたようなことだつた。当時は一般にムスリムの学生は名目上は別の学校に所

属するものとされていたが,予測ではプレジデンシー ●カレツジで勉強 していた.彼等は特典で授

業挙112ル ピーのところを 41ル ピー納めれば よく,名簿 も別にな つていたが,そ れ以外のことはみ

なプレジデンシー ●カレツジの学生と変わらなかつた。もつとも,寮は
=1に

なつていた.彼等の中

にはイン ド帽子をかぶ つている者がいた。そこ1/rは マー/1ワ ー リー
2の

学生 も1, 2名 いた.学校

ては学生を 1ク ラスにまとめ きれなか つたので 3ク ラスにわけ られていたが,授業そ・
/1も のは同 じ

ことだつた。

その頃の私は学校へ行 く時は, チヤプカン
3に パージヤー マーを着て,縁なLの帽子をかぶ つ

ていた。予科では英語のl~9か に もう一つの言語,それを2揚題簿子と化学が必須 l1/Cな つていた。予科 で

は物理は 」.0。 ボース博士が,化学は Po C.ラ ーイ博士が教えてお られた.私が入学 して最初

に受けた授業は化学だつた。P.0。 ラーイ先生が出席簿を読み上げられた.全員の名が呼ばれ,

皆が返事した。私は自分のど1席番号を知 らなかつた。最後まで待 つて,最後の番号の学生が返事を

して先生が出席簿を閉 じようとなさつたので私が立上 つて, 自分の出席番号を知 らない旨を述べた。

先生は私の方を l■Lて「 ちよつと待ち給え。マドラサーの学生の出席lIIま だとつていないから,」 と

言つてすぐ別のJl席簿を手にされた.先生は私がパージヤーマーをはき, インド帽をかぶつている



のでてつきリムフリムの学生だと考えられたのだと思つた。私はトドラサーの学生ではなくてプレ

ジデンシー 。カレツジの学生ですが,今 日入学手続きをしたのでまだ11席番号を知 りません。」と

申上げた。先生が名前をたずねられたので答えるとみなが私の1/aう を見た。同名の学生が今年度の

大学入試では首席になつたのを皆知つていたからである。ラーイ博士は,「名前はまだ名簿にのつ

ていないので後で今日の分もμl席につけてお くから.」 と言われた。それからこんなに遅れて登録

した理由をおたずねになつた。こうして先生との初対面をし,ま た,同級生 もはじめて私の顔を見

たような次第であつた。

ヒンデイー語を知つている学生はクラスにはほとんどいなかつたので, 自然とマールワーリー

のデーヴイープラサード。ケーターン君と一両日の間に親しくなつた。それにもう一つの理由は彼

も私と同じビ′ヽ―ルから来ていた、こともあつた。彼の父親はビハールで刑務所l1/r勤 めていた。ベ

ンガル人の学生とも顔見知りになつたが,そのうち幾人かとは急速に親とみを増L"今なお交際を

続けている。わずか 2, 3人ながら名をあげてみると今ロベンガルチ‖の州理事官をしてt/3る ヨーゲ

ーンドラ0ナ ーラーヤン●マジユムグール君,地方長官補17Cな り今日は政府秘書官のギ リーシユチ

ャンドラCセ ーン君,翻訳官をしていたアヴイナーシユチヤンドラ eマ ジユムダール君。」,M.
セーングプタ君は悲しいことに今はこの世にないが,私 と肩を並べて勉強 ヒ:同 じ寮に住んでいた。

J ll学 とはじめてから一週間とたたぬうちにまた熱が出るようになつた。チヤプラーでマラリヤ

に苦 しめられたのだが,今度はそれがもつとひどくなり,数ケ月間よくならなかつた。寮の医者が

あらゆる手をつ 〈したのだが,毎 日の発熱 7/1‐ は変わりなかつた。まれに一両日間よくなつても3日

日か■日日には激しい悪寒に襲ゎれる.兄 も大変心配した。ある日のこと公会堂で大集会があつた。

インド総督カーゾン卿
4の

なにかの政策1/C関 して民衆の声を表明するためベンガルの著名な指導者

や雄弁家たちが演説することになつていた。フレーンドラ。バナルジー氏
5等

の演説 t予定されて

いた。2, 3日 来熱もな/」Nつ たので,み なはもうよくなつたのだと思つていた.兄 もホステルの学

生たちと一緒に集会へ行つた。私の部屋にも近 くの部屋 1/Cも だれ一人いな〈なつた.一人きりにな

つたところへ悪寒がLて熱がど1て きた。横になつたまま体温計で計つてみるとだんだス′上 が つて

41度を超えた。私は驚きあわてたが,だれもそばにいないのだからとうしようもない。もうこれ

で兄の顔も見れぬのではなかろうかと思つたにどだ。ところが,熱は次第に下 7Jiり ,兄が戻つて来

た時にはずつかり下がつてしまつており,兄が出かけて行つた時となんらかわりはない。兄にすつ

かりおt子を話すと兄lrt,「 て,う これからはたとえ元気な時でも一人残しては外出Lな い.」 と言つ

た。そうこうしているうちにダシヤラー祭
6の

体暇に入つた。それまでに私は4, 5日 しか登校出

来なかつた。

体暇に入 り,よ うや 〈のことで家に帰つたところ元気になつた.1ケ 月 lraど の体暇だつたが ,

体llaが終ゎってヵルカ ツタヘ戻るとまたマラリヤに襲われた。私は とてもあわて,兄 も大変′い配 し

た。当時は学校の授業に一定の日数ど1席 していないと年度末に試験を受け られないことになつてい

た。これほど欠席を重ねたのでは所定の出席数に達するのは難 しいだろ うし,受験 も許可 しては も

らえまいと心配になつた.時折1カ ルカ ンタを引揚げてイラーハーバー ドに行こうかとも思 う。と



ころが年度の途中での転校を両方の学校が認めてくれるかどうか,それに転校したにせよ,It席 日

数が足るまい し,こ のまま1年間は無駄になつてしまう。ラシク先生が入学時の成績を維持しなけ

ればならぬ。 と言われたことも思い起こされる。全く憂 うつだがどうにも仕方のないことで,手の

施 しようがない。兄がニールラタン●サルカール先生の病院へ連れて行つて〈れた。処方に従つた

ところ熱が出な くなり元気になつた。ほとんど1年間その処方に従つたが,その間に一体どれほど

のキニーネを用いたことやらわからぬ。同種療法の医者がそれから25年 lrtど して語つたところに

よると現在私が喘息に苦 しんでいるのはその時服用したキこ―ネの所為だ, ということであるが,

どこまでがllaん とうのことやら。・・
`

快復後私は懸命に勉強にとりかかつた。 3, 4ケ 月分立遅れていたのでそれを取戻さねばなら

ぬし,大学内での自分の成績順位を守らねばならぬ.全科日に一番になるよう心掛けて勉強した。

各科それぞれの教科書のほかに参考書を3, 4冊ずつ読破した。数学が苦手だと思つていたので ,

それには特に念を入れ代数,三角法,円錐曲線法について手に入るだけの本を用い, それに出てい

る問題を一つ残さず練習した.こ れまて大学の試験にど1た ものを全部同じようにかたづけた。

私は予科を終えてから理科に進みたいと思つていた。」.0。 ボース博士, r. o,ラ ーイ博

士の教え方があまりにも素晴らしかつたので,そ ちらに興味を感じ,知識欲をかきたてられた。そ

れにまた歴史のヴイナエーンドラナート。セーン教授も良t/・ 先生というばかりでなく,人 1谷者でも

あつた。先生1/Cは ずいぶん可愛がつていただき,病気の折も電舞いに来て下さつたこともあつた。

しかし,理科の方の興味が強 く,その関係の書物を手に入るだけ読んだ。そのころは実験は予科の

学生には積極的にはなにも用はなく,書物の知識だけで十分とされていた.私はほとんど理学士課

程の知識を書物から得ようと努めた。一つだけ思うようにならなかつたのll数学は上に進めば今以

上に必須となるのに随分努力しても成績が上がらないことだつた。それだけに余計に勉強 した .

こうして 2年経ち予科卒業試験の日が近づいてきた。ベンガル人の学生とも親しくなつた。ラ

シク先生がおどされたことがあつたが,そ の気配さえ感じられぬほどで,仲良〈過ごした。人から

変な日で見られることも,感情の行き違いもなかつた。だれとも親 L′ くなり,幾人かとは入魂の間

柄になり,今でも出会えばその頃が昨日のことのようになつかしく思いJlさ れる。

大学実施の試験に先立ちカレツジ内の試験が行われる。その試験の結果,私はほとんどの科目

で一番になつた。1, 2の学科では所定の世1席数に達 しなかつたが,先生の配慮で大学の試験を受

けられるように出席回数を少しJitし てもらつた。大学の試験の前にちよつと面白い事件があつた .

私はほとんど全科日で一番になつていたのだが,カ レツジ内の試験の結果が発表された際に大学の

試験は受けられないことに/A― つた, と伝えられた。当時′イギ リス人が校長だつたが,~試験の結果

を自ら伝えに来た。学生が集まり,校長は 1人 1人の名前を呼び上げたが,私の名がど1て こない。

私の名が誤まつて名簿に記載されていなかつたのだ。私の名前が読み上げられなかつたので学生た

ちはびつくりL,私はあわてた。「名前が読み上げられなかつたのです力」 と私が言うと,予科で

は教えていなかつたため学生を知らぬ校長はすぐさま,「それは君が不合格だつたからだ.」 と答

えた。私は,再度,「先生,そ ういうことはないと思います,私は絶対合格しています。」と言い
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切った。「君,合 4/6し ているのなら名前が載つていない筈がなかろう。」との返事に私はもう一度

口を開こうとした。すると校長は立腹し,「黙れ,罰金
7だ

ぞ.」 と脅かした。私はそれても敢え

て口を開いた。すると,「 5ル ピーの罰金だ。」との返事。私はまた同じことを言つた。「 10ル

ピーの罰金だ。」こうして言い合つているうちにまるで競売のように金額が上がつて20ル ピーか

25ル ピーにまでなつた。見世物も同然だ。私はどうしてよいやらわからぬ。そこへ私を知つてい

る事務長がやつてきて,校長の後ろから,私にうまくゆくから黙れという意味の合図をしたので
,

私は黙つた。

翌日J受験の願書などを書き込んで提どlし た。だれからもなにも言われなかつた。その事務長

の手で言r正 された。事務長が校長に間違いを指摘したのか自分のFH7違いを認めたのかどうかは知 ら

ぬ.罰金Fcつ いてはだれも払えとも言わなかつたし,催促する者 もいなかつた。私も自分から納め

ようとはしなかつた。もつともこの件があつたためにチヤプラーの学校で図画の教師が予科の入学

試験を受けさせまいとしたことを思いど1し た。

予料の試験には万全を期した.結果もある意味ではよかつた。ある意味ではというのは,私は

一番になつたのだが理科と数学で一番になろうと思つでいたのが果たせなかつたからである.それ

に他の学科よりもよけい勉強していたからである。英語とペルシア語,それに論理学はほとんど勉

強 しなかつた.と ころが試験の結果が発表されてみると英語,ペ ルシヤ語,論理学では私が最高点

を得てお り,ftlの 学科は僅少の差なから人に負けた.も つとも合計すると私が一番よかつたのだが .

予科の入学試験で一番だつたので月額 20ノしビーの奨学金をもらつたが,ほかに英語も一番だつた

ので別に月額 10ル ピーの奨学金をもらつた。予科の卒業試験で一番だつたので今度は月額25ル

ピーの奨学金を 2年間もらうことになり,英語も一番になつたので,月額 10ル ピーの奨学金,そ

れに外国語で一番になつたので, ダフ奨学金と呼ばれていた月額 15ル ピーの奨学金をいただいた。

論理学で一番になつたので賞品とし,て 書物をもらつた。この結果,私は数学はだめで従つて理科系

はだめだろうと考えてしまつた。

試験の結果,私は意を翻えして理科系に進まず,文科に進むことにした。当時は予科の学生は

みな同じ教科を学ばねば 7A― らなかつた。全学科を履修 しなければならず,その後で理学士課程に入

つて理科を,文科に入つて英語や哲学を勉強することになつていた。文科に進んでからのことであ

る。P.0。 ラーイ博士にお日にかかることがあつた。先生は,「君はどうして理科に入らなかつ

たのかね。 (VVtt have yOu■ eserted our standard?)」 とおたずねに7iつ た。私は,「数学力ゞだ

めなんです。Jと答えた。先生は「なぜ私に相談しなかつたのだ。私も数学はあまりわからぬが,

それだからといつて理科から逃げ世1し はせぬ.」 とおつしやつた。先生は残念がられたが,大分日

が経つてからのことだつたので今さら変更 L′ ようにもできなかつた.

2年 間私はラシフ先生の言いつけを肝に銘 じて再度一番になろ うと努め,そ れを果たすことが

で きた。先生はこの間にカルカ ツタヘ転勤されたので,お日rCか かるととて も喜んで下 さつた。時

々,先生宅にお伺い したが,間 もなくお亡 くなりになつた。

③



1 大学認定の統一資格試験に合格 しても,上級学校で入学を許可してもらわなければならない。

入学許可の権限は各カレツジの校長にある。

2 1・■nコva『i~も ともと今日のラージヤスターンのマールワール地方の住人をさしたが, その

中にインド各地に出て商人 。金貸 しとして活動するものが多かつたので,マ ールワー リー商人 (資

本家)を さすようになつた。今日ではラージヤスターンド1身の商人の意に用いられることもある。

3 0aュan―ぴつたりした丈の長い上衣 .

4 創刊号P.58の03を参照.

5 Surel■drttath Btta埼i(18お -1925)ベ ンガル出身の政治家.1876年 に政治結社

Indian Association を設立, 1885年 には 0。 ヒユーム等とコングレス (イ ンド国民会議)の

設立に参加するなど,初期のコングレスで活躍。1918年 にはコングレスを脱退, Nttiona■

hbora■ Fedorationを 設立 .

6 大体 ,十月上旬に始まる。

7 生徒懲罰の一で学生に罰金を支払わせるもの。今日も行われている。校長の権限で金4貞 も決

められる。

9試 験 不 信

文学士課樫に入つてから考え方が変わつた。試験にあまり興味がなくなり,勉強以外のことに

も目を向けるようになつた。子供時分から教室では授業をできるだけ注意深 く開き,教室での時間

を少しも無駄にせぬ習慣がついていた。このようになつたのは家庭教師をつけてもらつていなかつ

たためで,す べて学校の先生に頼つていたのがそのうちに習慣になつてLま ?た わけだ。大学に入

つてからも同じことだつた。入学と同時にどの科日の特別コースを受講するかを考ス_ねばならなく

なつた。当時 文学士課程では 3看1目 を履修しなけれはならなかつた。そのうち英語と哲学とが必

修で残 りの 1科 日は学生が選択してよいことになつていた。し/」・し,その選択科目も必修科日と同

様に履修し,試験1/F合 格 L´ なければならなかつた.私は歴史と経済学とを選んだ。当時,特別コー

スには普通コーアで読むもののほかにも若干のものを読まねばならず,試験も別になつていた。こ

のよう1/C特別コースの試験は難 L〈 講義も多かつた。また,学生の希望によつて一つ以上の学科で

特別コースをとつてもよいことになつていた。私が当面した問題というのは 2科 日で特別コースを

とるか3科 日にするかということだつた。私はどちらとも決めずに3科 目の特別コースの授業にJl

た。

同級のラーマーヌグラハ君は予科の間, チヤプラーのカレツジで学んでいたが,文学士課程で

はプレジデンシー●カレツジに入つてきた。彼が3科 日全部の特別コースをとつてす長幸1課程で

の試験の成績に応 じて2種類の奨学金がもらえるようになつていた。一つは月額50ル ピーのもの
,

もう一つは同じく40ル ピーのものであつた。その際,特別コースの点数も加算されることになつ

ていた。従つて同君は, 3科 目で特別コースをとろうと考えたわけである.しかし,時々2科 目を

特別コースで履習する者の点数のほうが3科目履習者のものよりも多いことがあつたりする。その



場合は 2科 目履習者のほうが奨学金をもらうわけである。私は3料 日について特別コースをとろう

とすると大変な勉強をしなければなるまいと心配になつた。しばらくはどう L´ たものかと迷いなが

らも3科 目の授業に出席 していた。たまたま哲学の教授の教え方が私にはさつぱり面白 くなかつた

のでいやになつてしまつた。ところが英語のパーシヴアル教授と歴史のビナエンドラナー ト。セー

ン教授の授業振 りは素晴らしかつたので,私にlrt興 味があつた。

私は英語,歴史,経済学で特別コーフをとることに決めた。私以外にはラーマーヌグラハ君と

もう一人の学生の 2人だけが 3科 日の特別コースを履習 していた。間もな〈P,K.ラ ーイ博士が

哲学を教えられるようになつた。先生の教授法はとても素晴らしく魅力的だつたので,私は哲学が

一番やさしい科目だと思 うようになつた。講義が立派なのでよく注意して開けば参考書もあまり読

まな くてもよいにどだつた。試験は全科日合格 しなければならぬのはもちろんだが, さ きに も述

べたように奨学金の決定に当たつては特別コースの試験の成績が加算されるので自然そのほうに注

意を向けるようになる。それで私は哲学についてlr tラ
ニ‐イ博士の授業を受ける以外あまり注意を払

わなかつたのだが,あ まりにも立派な授業なので私は参考書も読まずに試験に合格するだけの知識

を得ることが出来た.も し哲学を履習していたらさほど苦労せずlrc第 3科 目の特別コースもとれた

のだがと残念に思つたことで凌)る 。

このようなことでしはらくは懸命に勉強したのだが,あ るきつかけで試験の成績に興味がな く

なり勉強以外のことに注意を向けるようになつた,そ の頃,サ テイーシユチヤンドラ0ム カルジー

氏が学生を会員とした ドーン●ソサイテイー (Dかれ Society,曙会)と いう会を設立 Lておられた .

会質などは一切不要で′学業面での指導をすると共に学生の品行を正し,母国に関する認識を深め

る手助けをすることが会の目的とされていた.学生に奉仕活動をさせることがあり,そ れがこの会

の教育の一環とされていた。週に 2度夕方に授業があり,講義が行われることになつていた。講義

の一つは様 の々問題について, もう一つは『 バガヴアツド・ ギーター』・ についてのもので,『 ギ

ーター』のほうは一人のパンデイツトが担当L,と てもやさL´ 〈説明していた。前者のほうはサテ

イーシユチヤンドラ氏自身の担当であつたが,外部の人に講演してもらうこともあつた。あるカレ

ツジの校長をしておられたN.N。 ゴーシユ氏とかシスター。ニヴエーデイター
2,そ

の他の人々

が時折来演された。会には遅刻せぬよう行かねばならず,μl席簿もつけられていた。詢義の開始前

に鉛筆と紙とが全員に配布され,受講者は講義の要点を書 き留めるのであつた.二つの言【義の要約

を書いたものを閉じ込t,紙扶ももらつていた.サテイーシユ氏はその紙扶を自宅に持ち帰つて読み

誤りを訂正し,一人ずつ呼び寄せてその誤 りについて説明を加えら,れ るのであつた.講義の内容は

大いに参考になるもので, インドや世界lc~つ いての認識 も増 L品行にも感化を及ほすといつたく)の

であつた。講義を聴きとつたノー トを 1)と にもう一度自分の言葉で表現してみる引1練はあらゆる意

味で為FCな ることだつた。大学の試験7/Cも 役立つ。年度末にはサテイーシユ氏はその紙扶をだれか

偉い人のところへ提ど|さ れる。その偉い人がその中から最慶秀のものを選んで奨学金と賞 1:舌 を授与

される。1責極的な奉仕活動というのは国産の衣類などを売る小さな店があり,そ の店番をすること

だつた。夕方 2時間開店するもので売つたり動定したりするのは会員に任されていた。



なにがきつかけだつたか憶えていないが,と もか 〈私はその講義を聞きに11か けて行つてみた

ところすつか り気に入つた。私もそれに参加して今日に至るまでサテイーシユ氏に目をかけていた

だ くようになつた。サテイーシユ氏はアーシユトーシユ0ム カルジー氏
6と

同じ年に文学士になら

れた優等生の一人である。学生時代lrclllス ワーミー。ヴイヴエーカーナンダの友人でもあつた。弁

護士になられたのだつた/Jl,間 もなく廃業され, このような公共活動に従事しておられた.結婚な

さらず学生の生活を改める必要ありとして, このドーン。ソサイテイーを設立されたのであつた。

それにはNo N。 ゴーシユ,シ スター ニヴエーデイター, グルダース。バナルジー卿
4等

,当代

一流の人々の協力があつた。会に通うようになつて同級生はなかつたが,大学で名の知られていた

学生たちと親密になつた。著名な学者で著述家でもあるヴイナヤ クマール●サルカール氏, リポ

ン。カレツジの校長を勤め,数年前に亡 〈なつたラヴイーンドラ。ナーラーヤン。ゴーシユ氏など

である。

年末には ドーン。ソサイテイーの奨学金も賞も私がもらうことになり,会の席上, グルダース

・ ベナルジー卿から激励の言葉までいただいたのを憶えている。私は会に参加するよう1/Cな つて思

考力を練られた。試験への信頼は失せて,公共的なことに注意を向けるようになつた。もともと私

は子供の頃からそのようなことに興味を抱いていた。チヤプラーの学校にいた頃,弁論クラブをつ

くり,日曜毎に集まつては論文を読んだり弁 じたりした。それには先生も招待することにしていた。

このクラブは学校内のクラプではなくて独立のものだつた。同じように力/1zカ ツタでもビハール人

クラブ (Bmari 01ub)を 結成し,毎日ll■i tt 1/C集 まつては論文を読んだり弁論をふるつたりしてい

た。そのほかカレツジの自治会にも加わり,一年間会長をしたこともあつた.ま た, この自治会が

出 していた月刊誌の運営にも加わつていた。

しかし, こういつたことは, ドーン。ソサイテイーに加わるまではこれといつた特定の日標 も

な 〈,体系的な計画があつたわけでもなかつた。新聞を読んでコングレス (イ ンド国民会議)の存

在は知つていた。コングレスの年次大会での講演の報道は注意深 く読むことにしていた。もつとも,

どのようなものであれ,公共的な集会にはたとえば, スレーンドラナー ト・ バナルジー氏の如き高

名な人たちの演説があるとそれを聞きに出かけていた。だがむしろ ドーン。ソサイテイーのほうに

興味が強かつた。私はまだ大学に入つていなかつた時分に国産品愛用に兄が1艮 を開いてくれていた

のだが,ま だ十分なものとはいえなかつた。この ドーン。ソサイテイーとサテイーシユ氏に感化 さ

れて,萌芽状態にあつて,目 的もな〈理 IP7も な〈して暗中模索していた思考や精神活動がい くらか

磨きをかけられたのであつた。私はようや く将来のことも少し考えるようlrt‐ なつたのである。

③

l Bhagavadgita―  サンスクリツト語の大叙事詩マハーバーラタの一部とされる, ヒン ドウ

ー教徒の聖典.近代インドの多 くの思想家や政治家が誰釈書を著 している。

2 SiStOr Nivedi5-英人教育家,本名,(mss)血 rgaretコ Nob■ e。 蹄ami V封 Okanand

の弟子となり1898年 に渡印,イ ンドの女子教育の振興に献身。

3 Asutosh l■lkha瑚 i- 1864年 生まれ,カ ルカツタ高裁判事,カ ルカツタ大学評議員,
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1906年 カルカツタ大学●lJ学長となる。

4 Gurudas Bana巧 i- 1844年 生まれ.弁 護士,法学博士.1888年 カルカツタ高裁

判事, 1878年 カルカツタ大学評議員, 1890-98年 カルカツタ大学all学 長をつとめる。

10ベ ン ガ ル 分 割

1904年 に私は予科の卒業試験に合格 した。1905年 にベンガル分割反対運動が始まつた ,

それまでも私は公衆の集会には必らずJlかけていた。ベンガル分割反対の集会にもよ〈参加した。

その頃はまだ集会に対する干渉や抑制といつたものはなにもなかつた.外国製品のポイコツトと国

産lil普及を決めた1905年 8月 7日 の大集会にlrl私 も加わつた。皆が国産品の愛用を誓つたので

あるが私にしてみればそれは少しも難しいことではなかつた。というのは,かなり以前から国産品

ばかり用いてきていたからである.こ の運動はずいぶん強力なものとなり,毎日のようにどこかで

集会が開かれるといつた有様だつた。私たちもみな参力Πlン た0ス レーンドラ十一 卜Cバ ナルジー氏

やヴィピンチヤンドラ。パール氏・ 時には A.チ ヨウドリー氏
2と

かォロビンド●ゴーシユ氏
3の

演説を開くのであつた。寮の学生たちの間にも大きな関′きをよんだ.こ れまで一度も国産|:1,を 用い

たことのなかつたようなものが国産品を用いるようになつた。年配の人たちのことはさておき,学

生たちは情熱に燃え,大いに意気込んだ。

事件というほどのことでもないが,一つ書き留めておきたいことがある.かねてから私は国産

品愛用を続けていたのだが,授業の際に不便なことがあつた。講義は毎日ノートにとるのであるが ,

鉛筆でとると消えてしまう心l●Lがあるので,ベ ンとインキ壺を教室に持込んで書いていた。ところ

がある日スタイロペン (鉄筆型万年筆)と いうものがあるのを知つた.こ れはインキを入れておけ

ばインキ壺を持ち歩 く手間もない。これは外国製品でホワイ トウエー・ ラ ドローの店でその頃市価

の半値で売られていた。私はそれを一つ買い求めた。寮の仲間たちは私がそれを買い求めたっを知

ると大変憤り,私を問いつめJlし た。私はその中の一人が舶来の便箋をた 〈さん持つているのを知

っていた。別の一人は,最近,舶来生地で高価な洋服を仕立てたところだつた。学生たちは日を定

めて舶来の衣料を焼こうと相談し,そ の日寮の庭で舶来品を焼却することに決めた。皆は少 L_ば か

りの衣服を燃やせばよいと思つているだけで,lWl来衣料全部を燃やそうなどとはだね一人考えても

みなかつたのだろう。各自かなりの舶来衣利を持つていたのである。

皆があまりしつこく密めるので私は,「それなら今日各自の トランクを開けて,舶来の衣料が

入つておればそれをみな燃やしてしまおうではないか。僕もトランクを開けてみて舶来の衣服がど1

てくればみな今すぐ火にくべてしまおう」 と言つた.皆は驚いてしまつた.仲間たちはその万年筆

のほかに私が舶来品を持つていないのを知らなかつたのである。私が トランクを開けて一つずつ部

屋中にひろげてみせたところ,集まつていた連中も散つてしまい,それからはこれまでのように私

を咎めることもなくなつてしまつた。一人は新らしい便箋を火に くべたがもぅ一人の仲間は新調の

洋服をその場で燃やしてしまわなかつたと記憶する。もつとも,当時は三度と着ようとはしなかつ

た。他の連中も似たようなことをした。



1905年 はこのような大規模な運動と覚醒の年だつた。特に学生たちは活気にあふれてきた。

多 くの者が勉学を放棄した。当時カルカツタでは民族教育
4の

大きな機関が設立された。サテイー

シユ氏もそれに参加されたので間 もな〈ドーン●ソサイテイーの活動 も不活淡になつた。この会の仲

間もかなりそれに参力1し た.私はC/・ ろt/・ ろな会合や集会に出席 して諸演や演説を聴いていたが,学

校をやめてまでその民族教育の機関に参加しようなどとは思わなかつた。その日標が私には不明確

であつたことと,学校をやめて自分の将来の進路を根本的に転換するだけの心の準備,が出来上がつ

ていなかつたからである。私は子供時分から臆病でとおしてきており,如何なる問題にせよ早急に

/」
―んらかの思い切つた行動をとることはt/・ つも苦手であつた,その時は行動に移る移 らぬが強 くの

しかかつてきたわけでもなかつた。私の記憶する限り,国産品愛用運動とベンガィレ分割反対運動と

に学校放棄の綱領は1920-21年 の時の運動のように結びついてltいなかつた。このようなこ

とで私は外FC立 つて共感 していたにとどまり,そ の中にまでは足を踏入れなかつた .

しかし, こ¢)よ うな運動が影響を及llfし たのは勿論で,読書の時間が足 りなくなり,試験の成

績に対 してある意味で無関心になつた。試験は 3月 に行われることになつていた。 毎年 9月 から

10月 にかけては トウルガープージヤーとダシヤラーの体暇があるわけだが,たいてい 1ケ 月以上

17Cも 及ぶものだつた。その年は私はカルカツタに留まつた。少し勉強し/.― ければ合格が危いと思 つ

たからである。

カレツジ内′)試験があつた。その試験に失敗するかも知れぬなどとは考えたこともなかつた。

もつとも人よりも点数が悪いかも知れぬとは思つてみた。仲間たちと話し合 つたところ落ち着いて

試験準備の出来るようlrc~,試験の前に 6～ 7週間どこかよそへ行つてみようということに7iつ た。

ビハーノしのサンタール ●パルガナーのジヤームターラーという所へ行 くことに決め,仲間の一人が

そこに小さな家を一軒借りる手配をした。カレツジ内の試験が済むと成績の発表も待たずにそこへ

μl掛けた。

私が経済学及び政治学で英語と歴史も含め特別コースをとつたことは先にも触れたが,歴史の

特別コースの試験官はパーシヴアル教授であつた。先生は試験を早 く済ませて点数も皆に知|ら せら

れた.私が一番で点数 もとてもよかつたが,他の学科についてはわからなかつた。当時の校長は理

か|を 教えていたので私たちとは授業での接触はなく,我々を個人的に知らなかつた.校長は,教官

は学生に試験の成績を知らせぬように注意していたのであるが, それよりも先にパーシヴアル先生

は私たちに試験の成績を知らせてしまわれた。

私たちがジヤームターラーヘ発つた後で試験の成績が発表された。校長はその発表の際に私に

ついて英語の特別コース受験は認めるが,歴史の特別 コースのほうは認めぬと言つた。その場に居

合わせた友人たちは驚いてし校つた。一人が思t/hき つて,「プラサードは合格しております。」と

言つた。校長は,「合格していれば受験が許可されているはずではないか。」と答えた。その友人

は再度,「全科日で一番17‐cな つて奨学金をもらつているほどのプラサードがカレツジの歴史の試験

に不合格になるなどあり得ぬことです。」と言つた。校長は友人の言葉を反唱し,「全科目に一番

になつたから一番になり奨学金をもらつたろうが, この試験に合格しなかつたから大学の試験を受
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けることは承認できん。Jと 言つた.友人はもうL度,「私たちは試験の成績も知つておりますし

点数も知つています.プ ラサードは歴史では最高点をとりました。」と強調した。すると校長は立

腹し,「そういうことがあるはずがない。わしは,点数を角1ら せぬよう1/aと 指示しておいた。」と

言t/・ ,さ らに,「プラサードには特別コースの試験を受けさせない。」と大声で言つた.「わしは

点数を全部詳しく調べたのだから間違いはない。」と何度も繰返して言つた。

友人は驚いて,す ぐさまジヤームターラーに出かけていた私に電報を打つた。電報を受け取つ

た私は友達以上に驚いてしまつた。皆と相談したところカルカツタに戻つたがよかろ うということ

になつた。カルカツタに着 くとパーシヴアル先生宅へ直行 した。先生は大学者 と認められており,

その教授法も素晴らしかつた。その学識と教授法に学生たちは,い酔 していた。独身で一人暮 しで書

物の・7Aを 友としておらノ1た 。とても潤いの乏しい気性で交際する人も親しい人もなかつた。定刻に

学校へ来て授業をおえ次第家へというのが日課だつた。た ,ゞ大学の評議員などをしておられたの

でその会合に日1席 されることはあつたが,それ以外は自宅で研究に余念がなかつた。自分の職務に

とても厳格な人でプレシデンシー oカ レツジで30年近 くも教鞭をとり,後にしばら〈校長にもな

られた.責務に忠実なことといえは教室であろうがどこであろうがわずか l分の時間も無t駄にされ

ることはなかつたほどである。質素な身なりをしておられ,浙t手な服装の人を嫌つておられた。ひ

たすら教えることに没頭 しておられた。 しかし,先生の質朴 。責任感の強さG外 見のとりつきに く

さときびLさ が私たちすべての学生に影響を及ぼしていた。私たちは先生を大変恐ね́ていた。先生

の家に訪ねて行つた者は一人もあるまい,先生はご自分が試験官になられた試験はみなカレツジの

ものであろうと大学のものであろうと受験者の名簿をつ くりそのつけられた点数を控えておくよう

ly/cし ておられた。だれか学生で京:職等のため1/t~Rl「 明書を書いていたださに行 〈と,そ の受験年度を

尋ね:評 自分の控えておられる成績を基に して証明書を書き,翌 日手渡されるのであつた。そうい

うわけで先生の証明書は大変値打があつた。

私は思い切つて先生の家を訪ねた。忍1ろ lく はあつたが止むを得ない.生生には 2年ほど教わ

つていたので先生も私を知つておられ,早速,何の用かね, とお尋ねになられた。用件を申し上げ

ると,先生はまだ試験が終わつて間く,なかつたので成績を覚えておられ,「君は一番で,点数 もか

なり高かつたと記憶するが,ま たどうしたわけだね。」 と逆に問われた.電報をお見せすると,先

生は手許の成績簿を取世1し て日を通 L′,「やは ,私 r/」 記憶洒りだ。君の得点は高いし,そ れに一番

だ。私が書いて校長lFc手渡 Lた のだから間違いはなt/・ .教務課でなにか手違いがあつたのだろう。

学校で私のところへ来なさい。」 との御言葉であつた。

私は生返つた心地がした。指定された時刻よりも早目に学校へ行き,階段に立つてぃると先生

は時刻ょりも1, 2分早く来 らね́,ま つす ぐ校長室へ行かれた。私の点数lrl誤まつて他の学生のと

ころに書込まれていたのがわかつた。その学生は特男Jコ ースで最低点に満たなかつたので不合格に

なつていたのであるが,その点数が私のところにつけられていたのである.校長はパーシヴアル先

生に自分の誤 りを認め遺憾の意を表わL,「学生には自分が間違つていたのであるから大学の試験

は受けてよt/・ とお伝え願いたい。」 と依頼した。
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私は先生が校長室から出てこられるのを今か今かと待つていた。先生は校長室を出られるとす

ぐさまいきさつを説明し,教室へ向かわれた。この騒動のために2日 間を空費した。ジヤームター

ラーとカルカツタの往復にお金もかかり, しばらくの間は大変な心配もしたというわけである。ま

た,間違つて私の点数がつけられていた学生はこのことがあつたので特別コースの試験を受けるこ

とが11来た。誤 りを訂正した時にはすでに願書は校長の署名と共に大学のほうに送付されていて,

それを取消すことはど1来な〈なつていた。その学生は懸命に勉強 して大学試験を受けたところ特別

コースにも合格 した。先にも述べたように高等科,予科,文学士課程の試験は三つとも受験の許可

を得るのになんらかの困難が生じたわけである.も つとも,そのいずれにおt/1て も大学施行の試験

ではいずれにも首席 lrcな ることはなつたのであるが.

試験が近づいて くると私はあわてた。今度も一番にならなかつたらまずかろうと思つた。だが

今度はあまり気乗 りもせず,予科の試験の時のように十分な準備期間もなかつた.成績順位は特分U

コースの点数 1/Cよ つてのみ決まることになつていたの(特 別コースの科日にだけ専念した。ただ

普涌コースをおえオ1は よいだけの哲学はある意味ではなおさ・りにしておいた。以前に P,K.ラ ー

イ博士の講義をよく注意して聞いていただけで書物は大 して読まなかつた。一度ふとした事があつ

て元気づいたことがあつた。というのは,あ る日のこと, ラーイ博士が病気になられたので講義は

なかつたが問題をど1し て答案を提11す るようにと命じられた。みな答案を書き上げて提口:し た。私

は書物は読んでい7iか つたのでただ先生の講義で聞き取つたことをど1来 る限り書いた。博士は答案

を家に持■l■ つて調べられた,翌日その試験の結果が発表され,私が一番で, この哲学で特]Jコ ー

スをとつている学生よりも私の方の点数がよかつた。それ以後哲学はあまり参考書を読む必要がな

いものだと思 うようになつた。

大学が実施する試験に先立つて行われるカレツジ内の試験でも特別コースをとつている学生よ

りも成績がよかつた。従つてジヤームターラーで試験勉強を Lた 時も哲学の準備は しなかつた。い

よいよ試験となり,英語の試験が終わつた。次は哲学の試験だつた。約 2ケ 月間,哲学の書物は 1

冊も■ていなかつた。前日の夕刻,明日の試験はさつばりできないのではないかと急に心配になつ

た。そう考えると今まで覚えていたものまですつかり忘れてしまつたように思えてきた。今さら本

を読む時間もないので,夜 ノー ト
‐
/rど をもう一度復習すればなんとか合格点だけはとれるだろうと

思つた。哲学には心理学,倫理学,それに論理学の三分野が含まれていた。心理学のほうを調べに

かかつたが,例によつて夕刻には寝てしまつた。しばら〈してあわてて起き上がつたが,今は寝て

翌朝 2時か 3時 17C起 きて全部を復習する方がよかろうと考えた。年老いた召使いがいたので2時ち

ようどに起こしてくれるように頼んだ。 2,3日 来試験で大分疲れていたためlFcぐ つすり寝込んで

しまつた。召使いは気の毒に寝もせずにいたが 2時になつたので起こそうとした。だが私はどうに

もこうにも一向に目をさまさなかつた。ようや く4時半頃に目が覚め時計を見てあわてふためいた。

/.J使に腹が立つたが,召使いは,「何度も起こしましたのにお起き1/Cな らなかつたのですから手前

には落度はございません。」という。急いでノートをめくり心理学と倫理学の分には目を通した。

この二つはラーイ博士が教えて下さつたところでもある。しかし,論理学のほうを見る余裕はなか
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つた。心配になつて友人のところへ走つた。ありのままを話すと友人は論理学の各章の題日とそれ

ぞれについて若干の要点を教えて くれた。その時の私にはなにか全 〈はじめてのことを学んでいる

ような感じだつた。駆け足で戻ると15分あまりで洗顔 L,水浴びをしてごはんをかきこみ,ま た

駆け足で学校へ行つた。着いた時にはすでに試験は始まつていた。駆け込んで着席 L.問題用紙を

受取つた。あまりあわてていたので一間でも満足に答えられるかどうかもわからないほどだつた。

もしこの学科で失敗すれば他の科日で特別コースをとつたところでなにになろうと心配に7iつ た .

一科日でも不合格になれば試験全部が不合格になるのであつた。

問題用紙を受取つてから少し落着こうと努めた。ゆつくり問題を読んだ。第一間は答えられる

ように思えたので答案を書きにかかつた。書きおえてみると答案はさにど悪 くないような気がした。

このようにして第二問,第二間と進み全部答案を書いた.ち ようど時間もいつぱいになつた。これ

て不合格にlrtな るまいと自信を得てすつか り落着いた。半時間の休憩後,二枚日の問題用紙が配ら
＼

れたが,同 じようにに とんど全間の答案を書いたが,一問だけ答えられなか つた.そ れの答案も書

けば書けぬこともなかつたが完全 llc~は ど1来なかつた。とい うのはその題 日は私 も見覚 えのあるもの

ではあつたが,友人が簡潔に要点を言いかけたところで時間がな くなりそのままに tて寮を出たた

めにそのままになつた章からど1た ものたつた。私はそれの答案は書かずに時間が終わる前に出て来

た .こ れて不合格になる心配は全 〈な くなつたと確信 した。試験の成績が発表になつたが,歴史の

特別 コースでは私が一番だつた.英語でも特別 コースをとつたが一番 1/Cは なれなかつた.哲学でも

とてもよい点数がとれた。金利 目の合計では私が一番になつて月額 50ル ピーと40ル ピーの 2種

類の奨学金をもらうことになつた。今度の成績は努力の賜物でもなんでもなかつた。私はなに一つ

努力 したわけてはなかつたのだから。

0
l Bipin Chandra Pa■ (1858-1982) 一 ベンガル出身の教育家′ジヤーナリス ト

政治家.Bo G.テ ィラク, ラージパ ト。ラーイなどと並んで過激派の指導者とし:て活躍.

2 Asutott Chaudhrt―  カルカツタ高裁弁護士,同判事,ベ ンガル国民会議議長をつとllhる

などした。

3  Arobind Ghosh(1872-1950) 一 教育家,政治家,思想家,ベンガル分割反対

運動の際いわゆる過激派の代表的一員として活躍。その後, ポンデイシエリーに移り, ヨーガの実

修と著述に従事 .

4 ベンガル分割反対運動の高揚に伴い盛 り上がつてきた反英運動は,教育を民族の主体性回復

の重要な基盤として把え,官制教育に対抗 L民族教育の振興にも意を注 ぐょぅになつた。

11 海 外 旅 行 を め ぐ つ て・

1904年の夏,私が予科の試験を済ませて帰郷すると兄も帰つてきていた。試験の成績発表

待ちであつたが,そのころ,新円でガネーシユ・ プラサード博士が外国留学から帰国されることを

知つた。博士はわがサーラン県に接するバリヤー県の御11身で,博士の御母堂はチヤプラーの御出
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身であつた。カーストはカーヤストであつた.ア ラーハーバード大学で理学博士の学位をとつて英

国に留学され, さらに ドイツヘも行かれ数学で高名になつておられた。博士が帰国される前から博

士のカース ト復帰を認めるべきだとする運動が起こつていた.こ れをめぐつてチヤプラーのカーヤ

ストは二派に別れた。一派が新進弁護士ブラジユキシヨール●プラサード氏を旗頭とするのに対 し

反対派は名Piど1身 で知名な二人の老弁護士を指導者としていた。ブラジユキシヨール氏は私の家を

訪れられた,同氏は兄と相談の後,父に,ガ ネーシユ博士のカースト復帰を認めるょう,ま た,博

士宅で催されるカーストの会食には是非JI席 するよう依頼された。

その頃までビハール全体で海外へ行 つて来た人と言えば, サツチダーナング`シ ナー
3氏

だけ

だつた。シナー氏は帰国されてすでに 11, 2年経つていたが,やはり帰国された際にはちよつと

した騒ぎがもち上つた。しかし,シ ナー氏は馘悔式をして旧式のカースト制約を認めることを拒否

されたた
り

に正式にはカース トヘの復帰が認められなかつた。ガネーシユ。プラサー ド博士は帰国

前の交信で,カ ーストの制約を受け入れられることに決まつて t/・ た.博士は外国でもとても質素な

生活をされ,肉 0魚 う酒などを一切口にされなかつた。博士と改革irkの人々はこうする以外17F現在

海外渡航への道を開くことはできないと考えていた。シナー氏の帰国後 10年間はだれ一人その禁

を破つてまで海外渡航をする勇気を「 1し た人はなかつた。従つてこの飲食に関する条件を飲んでも

海外渡航の道を開 く必西があつたわけである .

プラジユキシヨール氏は幾人かの人にガネーシヨ博士の家での会食に″1店するよう説得 して,

私の父にも強 く[1席を懇願 した。父は自分自身が世1席することは断つたが,私たち二人の息子を口1

席させることには同意した。

博士は帰国され,バ リヤーでの会食の日取りも決まつた。ブラジユキシヨール氏に誘われてナ

ヤプラーから私たち20人あまりの者がバ リヤーヘ行つた.そ の中には私たち兄弟と,親戚のジヤ

ムナー兄とガンガー兄の2人 も入つていた。村のパ トワーリーもいた,私たちはガネーシユ博士に

お日にかかつた。バリヤーのカーヤストの|]では大変な騒ぎになつていた。

前にも記したように私の先祖は昔バ リヤーに住んでいたが,同地には同じゴー トラの人が住ん

でいた。私の家の婚礼と法事の際には祭司は今でもバリヤーからやつて〈る。私の家内の里もバ リ

ヤーである。親戚の者のうち弁護士をしている者も幾人かいる。もつとも他の職業に従事している

者もいた。私たちがやつて来たことlrtす ぐに知れわたつた.そ れをかくしてお くわけにもゆかなか

つた。私たちの従兄にあたる人も弁護士だつたが,そ の人が会いに来て,会食に参加することに反

対した。私たちが父の許可を得ずに来ていると考えてのことだつたのだが,そ うではないことを私

たちの日からFfl〈 と一層落胆して,「おじさんは,こ ちらに住んでいる者の身にもなつておれたち

に相談してくれればよかつたのだが.」 と言つた。

同じ〈私の妻の実家の者もこの件については強く反対だつたのだが,無理強いはしなかつた。

晩に宴会があり,会食をすませると各自帰路についた。ガネーシユ博士は最初イラーハーバード大

学で後にバナーラス●ヒンドウー大学で数学科の主任教授を勤め数年後に亡 くなられた。その時は

じめてお日にかかつたことをいつまでもお忘れにならず,私にとても好意を寄せて下さつた。
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私はチヤブラーから少しはずれたところに嫁入つていた二番目の姉の家へ直行した.特に訪ね

てみようと思つたわけではなかつたが,それまで3,4日 泊まつて行 くようにと言われていたのと

チヤプラーからは交通の便 もよかつたので家へは戻らずに立寄つたょうなわけである。

ところが,そ の会食rc参加した者の氏名が新聞に掲載されたのでチヤプラーでは大騒ぎになつ

た。Jl席 者をカーストから迫放 しようとする動きが起こり,海外渡航反対のためカーシーの大学僧

シヴアクマール ●シャーストリー師の裁定を仰 ぐことになつた。また。全県下のカーヤストの大会

議
4を

開催する計画が進められた。私はそのようなことはなにも知らずに姉の婚家に厄介になつて

進ltil][1発 i】]#香][旦 |'り
「環[見警F:IFttI]墓名「僧II:5]碁孟電[

だ1し , カーストの会食を催す手筈もした。これらはすべて私の留守中の出来事である。

私は姉婿の家からジーラーデーイー村への帰途,チ ヤプラー´ヽど1た 。義兄もチヤプラーヘJlた

が, チヤプラーでは大騒動がもち上がつているのを知 らなかつた。私たちは夜中に千‐ヤプラーに着

き床についた。従つてその夜はなにも矢Πらなかつた。試験の成積も判らなかつた。朝早 くだ!る 汽車

に乗ればジーラーデーイーヘ行けることに/4-つ ていたので,早朝駅へ行つた。ブラジユキシヨール

氏は駅の近 く1/C住 んでおられたので私 l‐l召使に命じて試験の成績が発表になつたかどうか尋ねに行

かせた。するとブラジユキシヨール氏は成績は発表になつたが,是非会いに来るようにと言付けら

れた。戊績を知 りたかつたのでお宅へ伺 つたところブラジユキシヨール氏は私をひき止められた。

裁判所は朝 7時に始まるので私もお伴した.義兄は私が途中でこのように立ち止まつたのを知らな

かつた。ブラジユキシヨール氏と文庫ヽ行 くと弁護士たちが幾人も私をとり囲んだ.試験の成績を

祝つてくれる人もあ.れ ば,ガネーシユ博士の会食の模様を尋ねる人もいた。会食にど1席 したのはだ

れだれか,私がどこか
'、

来たのかなどと尋ねられるので私はずつかり話した。おまけに,数日間,

パイガー町の姉婿の家に泊まり,今その帰途にあるのたとも話した.こ のように本当のことを話L

たためになにかまずいことが起きようとは夢にも思わなかつた。

実は会合に参加 した人のうち幾人かが反対ξ動に震え_Lが つてしまt4・ ′また,家族の圧力で会

食に出席 Lた ことを否定し,新聞に出た記事は間違つていると話 していたのである。裁当1所の文庫

に来た義児も質問を受けた。義兄は私がガネーシユ博士の会食に参加したのを知らなかつたし, ま

だジーラーデーイーに戻らずチヤプラーに立止まつて,同 じ文庫の中で側1の 人たちと話 しているの

も知らなかつた。古参の著名な弁護士たちの言葉を聞いて義兄はいささか縮み上′クつた.義兄は私

に代つてそれを否定 L, もし私が会食に参加していたのなら私が知つていた筈だと言つた。そこで

皆が,いや, プラサードは今そこにおるLつ い先刻プラサー ドの日から会食の模様を聞いたとこ

ろだ, と言つた。そこで二人を会わせようということになつたが,その時は私はプラジユキシヨー

ル氏の家に行つてしまつていた。村に帰つてみると,その前日に祈薦などの儀式があり,パ ラモン

ヘの馳走やカース トの会食が済んだところで,その会食には同じ村のカーヤストばか りでなくいつ

もカーストの会食のある時には参加している近 くの村のカーヤストも参加 したということを知らさ

れた。村の中ではなに一つ困ることはなかつた。というのは村の中のカーヤストはわずか三軒だつ
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たし,どの家からも件の会食に出席 していたからである。私はチヤプラーの様子を兄に話した。ま

た,チ ヤプラーで開催されるカーフト会議には我々の同調者を送 りこんで海外旅行承認の提案を認

めさせなくてはならぬとのブラシユキシヨール氏の言付けも伝えた。

チヤプラーではカースト会議の準備万端がととのえられた。県下のカーヤストが招集され, カ

ーシー (バ ナーラス)力 らヽはシヴアクマール 。シヤーストリー大学僧が裁定を下すために臨席する

ことになつた.ま た,会食に参加 した人たちlrc会食したことを否定するか懺悔式をさせるかのいず

れかを選ばせようとの動 きが始まつた。私たちは集会の時にチヤプラーに行かなかつたが,大変な

人数が集まつたということである.県は二つにわかれていた。県東部は二人の反対派の著名な弁護

士の側につき,県西部は私たちの住んでいた地方だが承認iFrkであつた.反対派が多数派であつた。

私たち少数派の者は殆んど西部チヤプラーの人で,私の家はその中では名門ということになつてい

た。チヤプラーでは,あ るカーヤストの建立になる一番大きくとても立派なパンチ (マ ンデイル)

寺で会議が開かれた。長老の著名な弁護士が議長になる予定だつた.集まつたところで私たちの派

の一人が立上がつて弁護士のサラフヴアテイプラサー ド氏を議長にするよう提案した。′この方は会

食に参加した人で,西部のJl身 だつたが,仕事はゴニラフプルでしておられた。幾人かの人がこれ

に賛成 した。会議を招集した人はいささか動揺した。前もつて長老弁護士の名前を議長として通知

書に昴1り こんであつたのに居合せた改革派 (賛成派)の人たちがサラスヴアテイープラサー ド氏を

議長にせよと騒ぎたてたのである。他の人たちはこのような反対が起ころうなどとは予期していな

かつた。皆自分たちの仲間だと思つていた。事実,そ の集会へPkて いた人の大多数というより殆ん

どは海外渡航反対派の人たちであつた。しかし,そ の人たちはかなり動揺 した。そこヘー方からは

議長の選挙をすべしとの意見が世1さ れたので一そう不安になつてきた。前もつて発表されていた人

を議長にすると言つて選挙に,ご じなかつたところ`改革派の人たちが議長席につめ寄 つたために,

サラスヴアテイープラサー ド氏も進みど1て ,「会議が私を議長に推Lま Lた から私が議長に就任 L

ます。あなたには11長席を占める資格1/1あ りません.Jと宣言された。そのため予定されていた議

長は一段とあわてて,「この人たちは会議を開かせないのでこの集会は解散することにします。」

と宣言L´ た。

改革派の人たちは大喜びですぐに立上がり,「勝つた。勝つた。」 と叫びながら立去つた。改

革派にしてみれは, これは予定の行動だつた。もしも本当に採決をとろうも
1こ

ら負ける17C決 まつ

ていたからである。その日の集会はこのようにして散会になつたが,その翌日会議が開かれた。そ

の際,会食に参加した人はカース トから迫放するとの決議をした。飲食,婚姻などすべてについて

関係を断絶されることになり,そ の人たちの名前を昴1り _Lげ たものを県全体に配布する手筈まで整

えられた。改革派からは,そ の会は全員の参加したものではな〈て,改革派が居な〈なつてから翌

日決定されたものであるからその決議を承認しないL,全県の人も承認 Lない.も し本当に承認す

るというのであれば全県の人を集めて決議せよ:と主張した.こ のような騒ぎのうちに新聞には両

派の意見て〉発表された。結局1カ ースト迫放 もあまり強力なものとはなり得なかつた .

私たちに関する限リカースト追放は何の問題もなかつた。私たちの周囲の人はみな飲食を共に
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し,バ ラモンや祭司もなにも不都合な事態1/C発展しないように Lて くれた。もつとも父は一度少 し

つらいおもいをした。前にも言つたように私の姉婿はチヤブラーの近 くに住んでいたが,その近辺

ではカースト追放処分が若干厳しく行われていた.チ ヤプラーの人たちは義兄に強要して一度父に

非常に不愉快な手紙を書かせたことがあつた。ある人が手紙を持つて来た。私たちが会 つたが,そ

の人は,御尊父に手紙を届けに来たのであつてあなた方には用はない,と言つた。私たちはこの件

についての書簡だろうと推察した。父は手紙を読んで少し怖気ついたようであつた.私たちには一

メ、しかいない姉婿であつた。もう一人の姉はずつと以前1/r未亡人になつていたのである.義兄にも

子供が一人もなかつたので夫婦二人きりだつた.他には兄弟も親戚もなかつた。身内の者ltみ な私

たちの一派だつた。義兄は,父に宛てて,ほかに親戚緑者とてないのに今度のことで私たちとの縁

も切れてしまう。縁をつないでおこうと思うのであれは,会食に参力‖Lた のを否定すると宣言する

か懺悔式をするかしてくれるようにと書いて寄こしたのであつた。

父は驚きはしたものの私たちがなにか間違つたことをしでかしたとは思わなかつた。ただ,父

は, もし私たちがその会食に加わらずにこの紛争にまきこまれてい/1か つたら改革派のためにもつ

と有効に働きかけることが出来たかも知れぬと話した。母はこのような手紙が来たと聞〈と,「否

定するなどとんでもない。全 くの嘘てはありませんか。そ人′なことし,た つてよいことはございます

まい。もつとも,懺21Fia式 のことなら,折を電て考えてもよろしゆうございますが.」 ときつばり言

つた.

このような趣旨の返事を日1し た。その時分は姉が里帰 りすることもなか つたので話はそのまま

にな つた。訴訟があつたので父はチヤプラーヘロ‖卜けた。世話になつていた弁護士 とい うのが例の

長老で反対運動の指導者であつた。弁護士は懺悔式をするよう強 く説いたが,父は息子たちはカル

カ ツタに出ていつてお りますので,戻つて来たら相談 してみましよう,と 言つてあしらつた。

この人たちは出来るだけ間接的な方法で働きかけ, また,公共集会を開催しようとも企てた。

私たちの村の近 くのシーワーンで集会が催され, チヤプラーでの決議が発表されることになつた。

チヤプラーか らは,会食に参加 したシーワーンの人をカース トから迫放するとの決定を集会で宣言

するために一人が派遣 された。しか し, シーワーンの多 くの人は私たちと同意見であつた。それ Fc

はわけがあつた。ブラジユキシ ヨール氏, サラスヴアテイープラサー ド氏,それに私たちはみなこ

のシーワーン地区の住人であつた。その集会で私たちはチヤプラ=での集会を承認 しないこと, ま

た, シーワーンのカニヤストはわが方の味方であるとの声明を出 した。

私たちの村の二人,すなわち,私たちと一緒にバ リヤーでの会食に参加 したジヤムナープラサ

ー ド兄とガンガープラサー ド兄はチヤプラーの学校で学んでいた。二人は他の学生たちと一緒に同

じ家に住んでいたので,小 l辛い 日にあわされた,同宿の学生たちは二人の触れたものを受取 らず,

食事 も一緒には しなかつた。バラ・Tン の料理人も食事を別々に調理 して出すのであつた。二人は こ

の侮蔑を喜んで忍んでいた。このようなことが幾月か続いたが次第にゆるんで行き,1日に復 した。

チヤプラーの反対派の中心人物 も海外旅行FC賛成派の人々と縁家になつた りした。また,そ の人た

ちの家族の中からも海外渡航に賛成す る人がJlた りした.一度破 られた制約は元へは戻 らなか つた。
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カーヤストの海外渡航への道はここに開かれたのであつた.

0
1 海外での生活で食事やカースト規律が守られぬことや守る上での困難から海外旅行が禁ぜら

れるようになつた。この禁を犯した者がカーストに復帰するにあたつては懺悔式を行い,パ ンチヤ

ガヴイヤ (牛乳,ギ ー, ダヒー,牝牛の糞尿を混じたもの)を飲んだり,罰金を支払つたりしなけ

ればならなかつた。この問題はマハー トマー 0ガ ンデイーの留学に際しても生じている。

2 BhOj ― 飲食に関するカーストの規律は甚だ厳 Lt/・ .異力ニスト間の会食はもちろんこの

場合のようにカーストの禁を犯 した者との会食によつてもカーストから追放されることがあつた。

ここでは海外旅行の禁は犯したが, カーストの規律を実質においては守つたということでカースト

復帰を公認しようとする立場を指 している。

3 Sacchidmarlcla Simha(1876-― )弁 護士 (カ ルカツタ高裁, アラーハーバード高裁),

Hindustan Rovi卸 誌刊行,中央立法院議員などをつとめた .

4 カースト制度に関する問題につきカースト成員が会合し裁決を下す .一地方,一地域に限ら

れたものと全インド的なものとがある。ここに言及されているように海外渡航の禁を墨守しようと

するなどの保守的な会議もあつたが,冠婚葬祭に関する廼習を改革 t_よ うとするような会議が開か

れることもあつた。

12学 生 会 議 と コ ン グ レ ス

文学士課程の卒業試験に合格したので私はカルカツタで文学修士課程と法学士課程Fc進んだ。

当時は国産|:J芽 用運動が非常に盛んであつた.私たちビハールからカルカツタヘロ1て きていた学生

の一部もその感化を受け, ビハール●クラブに出入 りしてはよく議論したものだつた。ベンガル人

の学生たちがこのようにスワデーシーの普及運重blFc参加 しているのを見てわれわれビハール人学生

もなんらかの紺!織 があれは,それを介して国産品の普及に一役かうことがぼ1来 るのだがと刺戦を受

けた.私たちは歌を一曲作り,そ れを層1り ものにしてあちこちへ配布 したりした。しかし,それを

配布する際にも組織力の欠クロが一層強 〈感 じられた。

私たちはビハール入学生の会議を招集してみてはどうだろうかと考えて, ビハール 0ク ラブで

この趣旨の提案をしてみた。すると学生ばかりでな〈,先輩からも熱烈な支持を受けた.私はパ ト

ォーヘ派遣 され, まず学生たちと会い,次に先輩 と会つた.先輩の中ではサツチダーナンダ●シナ

ー氏とその頃のビハール Cタ イムス紙の編集長をしておられた故マヘーシユナーラーヤン氏が重立

つた人であつた。みな賛意を表明して〈れたので,パ トナーで第一回の会合を開催することと高名

な弁護士のシヤルフツデイーン氏
1を

議長にすることが決まつた。パ トナーの学生たちは歓迎委員

会をつ 〈つて万全の準備をして くれた。

第一回会合はパ トナー●カレツジの大ホールで開かれた。ビハールのすべてのカレツジをはじ

め,カ レツジ以下の多数の学校の学生たちが熱心に参加 した。会議の趣旨を説明する任が私に与え

られたので,長文の演説を英語で書き,それを読み上げた。他の人たちも英語で演説した。この会
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合の際,ま ずカレツジのある都市部にこの協会との連絡を保つ学生会議を設立L次 にそれを下級

の学校のある地方に及 lla‐すことが決定された。会則も長文のものが作成され,それに基き全ビハー

ルの学生を代表するものとして常任委員会がパ トナーに設置された。これには各地の学生代表が委

員 として編入された。この委員会が加盟 しているすべての学生会を統轄するものであり学生会議の

活動を一年を用じて推進するものであつた。

会則作成にあたり2点に議論が集中したのを記憶 している。第一にはこの (学生)会議が政治

176関 与するか否かについてであつた。これについては学生自身の間で意電が大きく対立 していた。

先輩はみなIIl治に関与するのに反対であつた。結局, この会議は,民族主義的なものであれイギ リ

ス支配支持のものであれ,あ るいは,その他如何なる形のものであれ政治運動には一切関与しない

ということに決まつた。今になつて思えばこのように決めたことは賢明であつた。ビハールはベ ン

ガル州1/C属 してお り,当時まだ分離していなかつた。教育は大変立遅れていて,公共活動の面は無

にも等 しかつた。特lrc学生は外部のことをなにも知らぬ有様だつた。コングレスに加わつている人

もわずかC まだ政治的な団体も別個に存在 していなかつた。ビハール独自のコングレスの支部が

あるわけでも政治団体が結成されていたわけでもなかつた。たとえ若い学生たちであつたにせよ,

ビハール全体の人々が独自に会合 し自分たちの問題を考えるために集まつたのは初めてのことだつ

た。このような状況にあつたのだからもし慎重に歩を進めていなかつたならばこの組織は存続する

ことはμl来なかつたろう。

それまでインドのどこにもこのような学生会議は結成されていなかつた。私たちはこのように

して前例もないような新らしい団体を組織 しなければな ::なかつたのである。意見の別れた第二点

というのは単にビハールの学生だけの組織とするか,ベ ンガル入学生をも含ltbた ものにするか, と

いうことであつた。これも激 しく意見の対立した点であるが,数年にわたり年次総会の際にベンガ

ル入学生の加入も許可すべし′との提案がなされたが,つ lr・に承認されなかつたことを憶えている。

会の名称は最初からビハール学生会議であつた。数年後,「ビハールの学生」 とはビハールにおい

て教育を受ける学生全部を意味すると会則に追加された。私たちカメカツタから加わつた学生は最

初からこの考えであつたのだが,他の学生たちはそれに反対であつた。

組織化はとても立派に行われた。ほとんどすべての都市に支部が結成され,カ ルカツタでは ビ

ハール●クラブがその支部になつた。バナーラス・ ヒンドウー大学が設立されてからは同大学にも

ビハール出身の学生がこの学生会議の支部を結成 した。各支部はたいてい毎週会合を開き,学生 lril

いろいろな問題についての論文を読んだり,演説をしたり, スポーツに参加したりした。そのため

に各地にクラブがつくられた。年次総会では論文や弁論のコンテストも開催され,最優秀のものに

は賞品も授与された。カレツジの学生とは別に,高等学校の生徒の部と女子の部とがあつた。女子

には論文や弁論のほかに,裁縫などの奨励の意味で別の賞も設けられていた。このようFC L´ て活動

は年中続いていた。年次総会は毎年ダシヤラーの休暇にビハールのどこかの都市で開催された.年

洗総会にはビハールやビハール以外の地域 から著名な人に議長として出席していただいた。たとえ

ば, ビハールの人ではシヤルフツデイーン氏,ハサン。イマーム氏,サ ツチダーナンダ●シナー博

109



,,パ ラメーシユワルラール氏,デ イープナーラ=ヤ ン。シン氏, ブラジユキシヨール ●プラサー

'氏などである。外部の人の中にはアニーベザント女史
2,サ

ロージニーナーイドウー女史
3, 

マ

'ヽ ―トマーガーンデイー, 0。 F,ア ンドルーズ氏
4な

どがぁった。

この会は1906年 に設立され,年次総会は非協力運動の始まつた1920年 まで続いた。そ

の後はこの学生運動に熱心な学生たちが非協力運rJJと t/・ ぅ一段と大きな運動に従事するようになつ

たため幾分沈滞した。もつとももう一度甦えらせようとの努力もなされたのであるか,力 つゝての活

気は戻 :,な つつた。今日存在するものはある意味で新らしい組織であつてその活動に携つている人

たちも恐らく結成当時の経緯1/c~つ t/hては知らないだろう。その最盛期にはビハール全域の学生が熱

心に参加した,こ れによつて学生たちlrt団結を実地に学び,多 くの者は演説術を学んだのであつた。

この15年の間にビハールに現われたはつらつとして意欲に燃えた青年はす・ヾ てこの会に熱気を吹

きこまれたのであつた。皆が自分のこと以外に母国の事情や外国の事情をいくらか学び,ま た奉仕

の精利1も いく分か会得 したのであつた。学生たちが学びとつたものは国に利益をもたらした。マハ

ー トマー●ガーンデイーがビハールを訪れられた時も,以前この学生会議で活動した人たちが参加

したのであり,非協力理動に加わつたのもみなこの学生会議の成果であつた。今日,州の指導的な

仕事に従事 t_て いる人たちの大半はこの学生会議の洗礼を受けている。

非協力運動は学生たちに非常に多くの犠牲を要求した。ビハール学生会議にはそれに対する備

えができていたわけではない.決議は通つたのだが, ごくわずかの学生しか最後までその運動の試

練に耐えることができなかつた。それに耐えた者の大半はこの学生会議の活動家であつた。弁護士

層からこの運動に加わつた人の多くもこの学生会議の委員をしたことのある人たちだつた。192

0年までこのようにその任務を果たしてこの会はあるかないかの存在になつた。ある意味ではその

任務を終了 していたのである。全ビハールに覚醒をもたらし新生命を1/1き こみ′将来に備えて畑を

耕し種を播いたのであつた.そ の結果は非協力運動に現われ,今日もなお ビハール州はそれを享受

しているのである。

1906年 12月 にコングレスの年次大会がカルカツタで開催されること1/rな つた。コングレ

スについてはそれまで読んだり聞いたりしたことはあつたが, それを自分の日で見る幸運にも好機

にも恵まれていなかつた。1905年 大会がバナーラスで開催された時1/Cは 文学士課程の試験に追

われていたので,近いところではあつたが行けなかつた。私は 1906年 の大会にはじめて奉仕団

員の資格で参加した。コングレスの大会は非常に活気に浴れてお り,すでに過激派と穏健派
5と

が

μl現 していた。過激派の指導者と目されていたのがロークマーニヤ0テ イラク,6ラ ーラー・ ラージ

パ ト。ラーイ
7,ビ

ピンチヤンドラ。パール,オ ロビンド。ゴーシユ等の諸氏であり,穏健派はフ

ィーローズシャー 。メーフター卿
8, G.K。 ゴーカレー氏

9と
いつた面々だつた。私の理解した

限り, スレーンドラナー トバナルジー氏とマダン‐T― ハン。マーラヴイーヤ氏・
°
がこの両者の中間

に位置していた.こ の両派の対立を軽減, もしくは,解消するためイギ リスからダーダーバーイー

。ナオロジー氏
l・

が呼び戻され,議長就任を依頼された。幸い私は議場の当番を命 じられたので議

事委員会の討論を全部門くことが11来た。大会の初日は議場からちよつと離れたところに行かされ
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たので議長演説は聞けなかつた.多 くの奉仕団員がその持場を離れて会場の中に入つて行 くのを見

たが,私はよからぬことと思い指示された位置についていた。サロージニー。ナーイ ドウー女史 ,

マーラヴイーヤ氏,それにジンナー氏の演説はこの会議で初めて聞いた。大会ばかりでなく,同時

に開催された博覧会も大変な盛況だつた。この大会を見てコングレスヘの信頼が増したが,あ と数

年間はそれに正式に参加する機会は得られなかつた。Ⅱl式に参加 したのlr1 1 9 1 1年 のカルカツタ

大会が最初で,そ れ以来全インドコングレス (国 民会議)委員会の委員を勤め,今日に至るまで及

はずながらその仕事をしてきているようなわけである。

当時はコングレスの組織はいささか力を欠いていた。ビハールではこれに参加している人はほ

んのわずかであり,その大半は弁護士であつた。ベンガルの州委員会とは別個の州委員会が190

7年か1908年 に発足していた。ビハール州がベンガルから分離したのは 1912年 であるが,

この州委員会はあまり組織立つたもの1/4は なつていなかつた。代表といつてもなんら正式に選11さ

れたわけでもなく,会合があるとそこでil人かの人が選「 1さ れるという`よ うな具合だつた。その人

たちが年次大会に出席すれはそれでよし,も し出席できなけれは,委員長はだれでもJl席 した人を

代表とし́て認め,その人に代表としての証明書をJlす といつた有様だつた。このようなことで tfハ

ールの代表が欠けることはな く,毎年幾人かが大会には必らず出席 していた.Jl席 した代表が当時

の規則に従つて全インド0コ ングレス委員会の■員を選J:す るという仕組に■つていた.私は19

11年にこのように l´ て全インド●コングレス委員会の委員に選出された。コングレスのためにこ

ノ1と いつた千ミ:を Lたわけではなかつたのである。その年に私は初めて代表となつたのでル)つ たが,

学生会議のことと大学の試験での成績がよかつたことでビハールの人はみな私を知つていた。皆は

一足飛びに私を全インド国民会議委員会に送 りこんだのである。こういつたことは 1920年 以降

かなり変更されたが, このことについてはいずれ後で触れることになろう。

0
1 防ar■ddin - 1856年 生まれ,パ トナー高裁判事, ビハール行lTl院議員,カ ルカツ

タ大学評議員などをつとめる .

2 Annie Bosant(1847-1933) 一 アイノしランド人.神智協会の会長,教育家と

してインド人に自国文化の高速さを認識させた。後に民族運動に参加 .

3 Saroj i」 Naidl.(1879-1949) 一 マ ドラス[1身,初め英語の詩作 lrcょ り著名 .

民族運動に参加,指導者となる.独立後,北部州 (U.P.)知 事となる。

4 0ha■■os■ 駈drews(1871-1940)―  イギリス人宣教師.ガ ンデイーの南アフ

リカ以来の支持者,協力者とl_て活躍 .

5 イギリス支配の性れを植民地統治と認めた上でインドの自治に向かつて運動を推進しようと

した一派が過激派と呼ばれ, イギリス皇帝への忠誠を誓いつつイギリス支配の人ill性 に信頼と期待

をかけた一派が穏健派と呼ばれた。19世紀末から今世紀初にかけて両派の対立が顕著となる。つ

いに1907年 の年次大会 (フ ーラツト)に おいて国民会議は過激派の脱退により分裂することに

なる。
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6 Lolmatta T■ lak(1856-1920) ― マハーラーシユトラロ1身 .教育家,思想家 ,

ジヤーナリスト,社会運動家,IE■治家など,多方面にわたつて指導的活躍をした。LOkmawaは 敬

称,本名 Ba■gangudhar Ti■ak。

7 La■ a■ajpat Rai(1865-1928) ― バンジヤープ出身。弁護士 .アーリヤ・ サ

マージの教育関係の活動 17Cも 従事,コ ングレスの中で指導的な役割を果たす。流刑や投獄の弾圧に

も屈せず独立運動に1/―身。ジヤーナリストとしての活躍のほか,多数の著作を遺した。

8 Pherozoshah Mohta(1845-1915)一  ボンベイ出身の弁護士,政治家.コ ングレ

スの倉り立にも参 与.

9 GoIJa■ ICrishna Oomalく 1866-1915)―  マハーラーシユトラJl身 .教育家,社会

運動家,政治家。中央立法院議員をつとめた。

10 臨dan tthan tt■afiya(1861-1946)一  Uo P.出身。初め英字紙 。ヒンデイ

ー誌紙の発行・ 編集を手がけジヤーナリス トとして活躍。教育事業に関係,バ ナーラス。ヒンドウ

ー大学の創設lFC尽力.ヒ ンドウー教の擁護,中央立法院議員などコングレスの指導者として活躍。

1l Dadabllai Naor"I(1825-1917)一  ボンベイに1身 。「 コングレスの父」とか「

インドのグラツドフ トン」 とか呼ばれたインド民族運動の先駆者,国民会議の指導者 ,1892-

95年にかけてイギリス下院議員。

13留 学 成 ら ず

ドーン oソ サイテイー及び国産品愛用運動の感化を受けて私は国のためになんらかの形で奉仕

すべきであると考えるようになつた。それには兄の影響も幾分力があつた。しかしまだ, この念願

をどのようにして達成すべきか明確ではなかつたし, どのような奉仕をなすべきかなにをなすべき

かもはつきりと理解していたわけではなかつた。これはまだ時折頭の中で考えてみるにどのことに

しか過ぎず日常の瑣事につい消え失せていくだけのものでしかなかつた。学生会議の結成という一

つの道は見つかつたものの, これが恒常的なものであるかこれにも変fヒ が生ずるものであるかとい

うことについては,解 りもしなかつたしなにも言えなかつた。もつとも一つだけ, というのは,役

人にだけはなるべきでないと思うようになつていた。従つて文学士課程を終えてからも県の行政長

官補 (■ lluty‐ Lgistrate)に なるための中請は行わなかつた。兄も中請には反対だつた。父は私

が弁護士になるのを希望していた。兄は不幸にも文学修士にはなれなかつた。カルカツタで暮 らす

にせよどこで暮 らすにせよ家からそれ以上学資の仕送 りを続けてもらう意志はなかつた。兄は ドウ

ムラーンオ●ラージ・ スクールという高等学校の教員1/Cな つた。私は行政長官補になる考えを放7~4

してカルカツタで文学修士課埋と法学士課程の勉強を始めた。

学生会議が設立されてから私が一つ熱中したことがあつた.どのようにしてだれに言われて考

えついたことかは説明出来ぬが,なんとかしてイギリスヘ行き, インド文官勤務・ の試験に合格 し

ようと考えμlし たのである。役人になる気持はなかつたの1/Cど うしてそのようなことを考えついた

ものかわからない。これには兄の後援もあつた。家からの仕送 りではとうていイギリスヘの旅費な
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どの正面が11来 るはずもないので,な にか他の方法を考えねばならなかつた。サツチダ
=ナ

ンダ。

シナー氏は私のこの意図を知られると喜んで下さり, また, ブラジユキシヨール氏には以前から同

意をいただいていた。件のガネーシユ博士の会食の後プラジユキシヨール氏はアムビカーチヤラン

氏の日本渡航をずいぶん後援された。私のイギリス行きもどうしても実現させるべきものとお考え

になり,資金調達にとりかかられた。ムンシー●イーシユヮルシヤラン氏もこれに関心を寄せられ

アーラーのラーイ・ バハー ドウル ●ハリハラプラサー ド氏にはいくらか御寄附をいただいた。ど1発

後の費用は兄やこの人たちの協力や家からの仕送りでなんとかしようという算段であつた。両親は

こに)計画に反対し,騒ざ立てるかも知|れ ないとの心配はあつた。私はこのことでパ トナーとイラー

ハーバー ドヘ行つた。兄 も同行 L´ て〈れた.父には内緒にしておいた。父の許 Lが得 られる見込み

は全 〈なかつたからである。ど1発の日定を決め,カ ルカツタで洋服も新調した.

それまで私は洋服は一度も着たことはなかつたのだが,ィ ギ リスでは洋服以外の服装では tr・ け

ないだろう。と考えたものだから洋服店で新調したのであつた。これが 1898年 以来,私が舶来

衣挙|を買い求めた唯―の機会であつた。旅券の申請をし,手続きは進行中だつた。手続きが完了 l´

てもだ1発前には父にはなにも知らせてt/・ ないので家の,Iう からはなんの邪魔も入るまいと考えてい

た。この計画にはカレツジの 3,4人の仲間も加わつていた。一人 は ビハーノしど1身のシユカデー

ヴプラサー ド0ヴ ァルマー君で,他はみなベンガル人だつた。私が世話になつていたのは兄のほか

にブラジユキシヨール氏, シナー氏,イ ーシユワルシヤラン氏,そ れにハ リハルプラサードシン氏

であつた。

兄とブラジユキシヨール氏と一緒にイラーハーバー ドヘ行き,イ ーシユワルシヤラン氏宅trc泊

まつた。イラーハーバードには私の家内の親戚筋の青年が数人カレツジ17rc在学していた。だれにも

会わなかつたのだが, ともか 〈私のイギリス行きの話を知1つ たらしく,訪ねて来た。皆は私は来て

いないと言つたのだが,私が家|‐cttFiliで イギ リスヘ行こうとしており,今イラーハーーバードに来て

いる旨の電報を打つた,電報を受取ると父も家族の者も大変驚いた。父は体の具合がよくなかつた

ので来れなかつた力ヽ 母と姉がす ぐさまイラーハーバー ドヘゃって来た。私がイラーハーバー ドか

らそのままイギリスヘ行 〈のだと思い違いをしていたのである。その時lt相談と金の工面に日1帯卜け

たのであつて,一泊するとすぐカルカツタヘ戻つて来た。

母がイラーハーバー ドヘ着いた時には私はもういなくなつており,イ ーシユワルシヤラン氏の

家に訪ねてみると私はもうカルカツタヘ帰つたと知らされた。私はカルカツタr/c戻 ってぃたのでこ

のようなことはなにも知らなかつた。父が病気だとの電報が来たので家に戻つてみて初めて事の次

第を知つた。父は病気には違いなかつたがさして重病ではなかつた。もつとも,悲 Lげな様子では

あつた。家では大騒動になつていた。兄も戻つてきた。父は兄が私のイギ リス行きを援助してt/・ た

ということでとても残念がつた。私が家lFC戻 つたことで悲しみが一層こみあげた様子で,みなが声

をあげて泣きだ1し た。父はきつばりと私にイギリス行きを許さめと言つた。もし私が行こうものな

ら自分は助からぬだろうとも言った。私はこれまでの話をすつかり話して絶体行きませんと約束し

た。父は私の言葉を信じてカルカツタヘ戻るのを許して〈れた。
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カルカツタでのことだが,す べて一通りの準備が整つたところでちよつとした出来事があつた。

ついでにそれを記しておこう。イギリス行きの計画を知つていた友達はみなこの件に関連していた。

みなイギリスfrき を願 つてはいたのだが,そ の機会にまだ恵まれていなかつたわけである。みなは

私に続いてなんとか都合をつけて近いうちに渡航することを考えていた.あ る日, ロー・ カレツジ

からの帰途,仲間の一人がひとつ占師に占つてもらおうではないかと言い出した,その仲間が占師

を矢Πつていたのでみな一緒に行つた。占師とlr・ ぅのは年老いたバラモンで,年格好は 60歳ほどで

ぁつた。自宅を仕事場にしており,訪ねて行つてしばらくすると「 お前さんたちの用件はわかつて

いる。」と言う。そこで仲間の一人が尋ねた.尋ねることはただ一つ「 イギリス行きはうまくゆく

だろう力」 ということだつた。私たちは黙つていた.ただ′いの中で思つていただけである。占師は

私には「今はだめ,ず つと後になつてから願いはかなえられよう。」と言つた。シユカデーヴ君に

は,「お前さんの願いは間もな〈かなえられよう。」, と言つた。別の友人にも,「しばらくして

かなえられよう。」と言t/・ , もう一人の友人には, 陽 なヽえられないだろう。」と話した。

私たちは礼金に1ル ピーを差ど1し ,礼を言つてそこを出た。途中,私たちは,あのおいばれに

わかるものか, と冗談をとはしていた。私はなにもかも準備をおえているのに行けな〈なり,な 1/C

一つ話の進んでいないシユカデーヴが行けるようになるなんてとんでもない,と 大笑いしながら家

に戻つた。ところが,家から電報が来たのはその後のことである。私の出発は突然中止になり,家

から帰つて来ると私の出発は取止めになリシユカデーヴの日1発の話がもち上がつた。シユカデーヴ

は私が用意した衣服とお金を持 つてある日ついに出発 してしまつた。衣服もお金も友人にさえわか

らぬように寮にか くLて あつた。シユカデーヴlF_つ いても父親から邪魔が入るのではないかと懸念

されたので内緒にしておかれた。それに資金の工面に出かける必要もなかつたので全 く秘密のまま

になつた。出発の日には友人たちFC家へ帰るのだと告げた。私たち2,3人が駅まで見送りに行き

ボンベイ行きの汽車に乗り込ませた。ボンベイからど1発 の知らせが来るまではひよつとして事が知

れて呼び戻されたのではないかと心配であつた。しかし家族が知つたのは船がど1港 してからであつ

た。非常に親密に L´ ていたカルカツタ在住の親戚すら知らぬほどだつた。

0
l lndian Civi■ Sorvice―  イギリスのインド統治を支えた柱の一である官僚機構の最上級

のもの。この試験には年齢制限ばかりでなくイギリスでの修学が必須とされたり,試験地がロンド

ンと限られるなどインド人青年には大変不利なことが多かつた。

14学 生 生 活 の 終 り

シユカデーヴをイギリスヘ送り出し́てから私はコングレスヘの奉仕活動に精を出したが, コン

グレスが終わるとまた勉強にとりかかつた。父の容態は悪化する一方で,間 もなく重態になつた。

連絡を受けて私はカルカツタから兄は ドウムラーンオからジーラーデーイー村へ帰つた。父は数日

後に膚、を引き取つたが,家族はみな死目にはあえた。すでに兄は娘二人と息子のジヤナールダンを

もうけていたが,私の長男のムリトウユンジキヤが生まれたのもその年のことだつた。父は孫たち
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の顔を見てとて も満足 していた。容態が悪 くなつたので父は皆を呼び集めて祝福を与えて くれた。

父が亡 くなつたために家の中はいろいろ と取込みが生じた し,私たちもみな悲 Lいおもt/・ を し

たが,私には一つだけ心慰め られることがあ つた。イギ リスヘ行かな くてよかつたとい うことであ

る。もしも私が行つた後で父がこのように亡 くなつたのであれば,私はどれほど悲嘆に くれたか知

れぬだろ う。私はカルカツタヘ戻 り,兄は ドウムラーンオヘ戻 つた。家の用事は少 し前から兄が 見

て くれていたのであつたが,以後すつか り兄に任されることになつた.兄は時々 ドウムラーンオか

ら家の様子を見に帰つて来た。兄は私の学資の面i倒 も■て くれた。兄自身は学生の頃,時々仕送 り

の遅れることがあり,お金に困ることがあ つたのだが,私には父の存命中 も亡 くな つてからもただ

の一度 もJ・・金に不 自由はさせなかつた。私が成績がよ く試験に も立派な成果をおさめているのであ

るか ら,勉強に専念 して他のことに心を労することのないように してやるべきだとい うのが兄の気

持だつた。

奨学金は引続 きもらつていたが,父 も兄 もそれを学資には含めず,仕送 りはそれとは別に して

くれていた。私はその山から授業料を納め!残 りは書籍代に していた。文学士課程の卒業試験をパ

スした時に二つの奨学金をもらうことになつた。一つは毎月 もらう50ル ピーのもので,それは月

/K‐ 使つてい つた。もう一つは月額 40ル ビーの ものだが=文学修士 の試験に合格 した ら一括 Lて も

らうとい う条件がついていた。修士試験に合格後, 480ル ピーをひとま とめにして もらつたが ,

イギ リス行 きの準備で生 じた借金の返済にあてた .

先に記 したように予科の試験を受けてから試験に幾分無関′いになつて きていた。われなが らど

うして文学士の試験で一番になつたのかわかいなかつた。修士課程に入 つてからは試験への不信感

は一段と強 くな つた。その年はイギ リス行 きの駁 ざと父の死去のため勉強以外のことにつぶれて し

まい,気持 も落着かなかつた.父が亡 くなつたのは 1907年 の 2月 か 3月 のことである。試験は

11月 か 12月 に行われることになつていた。夏の体暇には数 日間友人たちとカルサーンに行 つて

試験勉強をした.修士の試験では私は一番にな らなか つた。私よりも好成績の者が幾人 もあつたが

それを悲 しいとは思わなか つた。優秀な成績をあげようと願 つたわけでもな く,特に受験勉強 をし

たわけでもなか つたからである。

いよいよこれか ら先なにをしようか とい う問題に直面することになつた。試験を済ませると ド

ウムラーンオの兄のところへ行 き: Lば らく留まつた。弁護士試験を受けたものかどうか考え続け

た。弁護士業にはあま り気乗 りしなかつたし, 自分にはその能力がないのではないかと思 うように

もなつた。なにか しら自分の能力1/C不 安を抱 〈ようになつた。もつとも,役人にならぬことはす で

に心に決めていた。

そ うこうしているところへ友人のヴアイデイヤナー トナーラヤン●シン氏がムザ ツフアル ●カ

レツジの教師になつて くれると大変ありがたいのだが1と 手紙で伝えてきた。Vo N。 シン氏はそ

のカレツジで教鞭をとつていたので,私はその勧めに応 じて願書を提出した .採用されることに決

ま り, 1908年 の 7月 にカレツジがは じまると赴任 した。仕事 も面白 く,土地の人たちとも顔 見

知 りになつた。 しか し,兄はそれに満足 していなかつた,カ レツジの経営は徐々に不振に7iつ て行
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つた.私はやはり弁護士になる準備を始めることに決めた。法学士課程は履修していたのだが,検

定試験は受けていなかつた,兄は, もう一度カノしカツタに戻り,試験を受けて弁護士になるように

勧めた .

こうL´ てr‐F生生活が終わり,実社会に足を踏み入れる時がやつてきた。学生の頃を思い
「 1す度

毎につくづく幸福な時代だつたと思 う0ヽ また,それを有効に用いなかつたことが悔やまれもする。

兄を先輩にもつたことは幸運なことであつた。私の心に正しい考え・ 正しい精神が生まれたとすれ

ば,それはすべて b・Lが植えつけて〈れたものである。修学期間だけはなに一つ苦労をさせずにおこ

うと兄l_l ttryC′ と、を配つてくれた。家計が左前lFCな つていることさえ私には感づかせない17■ どであつ

た。カルカツタでもそれに先立つチヤプラーでも私はいつも友人たちと親 しく交わつていた。だれ

とも一度もなスンの争いもなかつたように記憶する。瞳嘩など考えもつかぬことで,いつも和やかで

あつた。幾人かとは特に親 Lく なり後々までも親交は続いた。勉強については競争心や対抗意識は

生まれたが,だれ一人私にいやがらせをすることもなかつたしっ 気まずいことにもならなかつた。

四つたことがあればだれかれを問わず互いに IJ」け合つた。競争相手と一緒に試験準備をしたことさ

えある。予料の試験準備の折は,高等学校で私に次いで次席となつた友人と一緒に勉強した。この

よ うに他の試験にも皆と一緒に勉強 したものであつた。

カルカ ツタヘμlて イーデン ●ヒン ドウーホステルで暮 らしたことは大変有益であ つた。おかげ

で私は目を開かれた。もLカ ルカ ツタヘ出ていなかつたならどうなつていたろうか と考えるのは意

味のないことである。だが,カ ルカ ツタ以外のところではそれほ ど得るところはなか つたと信ずる。

イーデン oヒ ン ドウーホステルでベ ンガルの友人たちと一緒に暮 らしうちとける機会は恐 らくよそ

では得 られなか つたろ う。ベンガルの友人はなつかしく思い出される。私はそのだれ一人に対 して

も憎 しみを抱いたことはな 〈, まただれ一人私6Fcけ しからぬ振舞をしたこともなかつた。とげとげ

しい言葉づかいをしたことすらなかつた。かの友人たちと共に過ごした月日はこの上な く楽 L〈 有

益な毎日であつたと思 う。この友人たちlrcと りかこまれて暮 らしている間に私はひとりでにベ ンガ

ル語が話せるよう1/Cな つた。今日も私の多数の友人はベ ンガル全体にひろがつている。その後随分

経つてから非協力運動の頃ベンガルを遊説 していると行 く先々で昔の顔 llll染 みに出会 つて過ぎ L目

のことを思いμlし た ものである。

私がコングレスの議長になつた時ビハールでは 1988年 に再度ベンガルとビハールとの間の

問題が もち上つた。その後,私はコングレスの中でベンガルの一部の人々には気 に入 らぬことを し′

なければなら/4‐ くなつた。私はいろいろと非難を浴びせられ,言論界からきびしい批判を受けたが

そのためにその人たちに憎 しみを抱 くようになつたとかなん らかの感情を抱 〈ようになつたとは思

わない。そのようなことは想像す ら11来 ぬことである。あれほどの長 きにわたる美 しく楽しか つた

共同生活や友情の交流,それになつか Lい思い出を忘れ去ることができるものだろうか。私は義務

としてたとえだれかになんらか気に入ら
iぬ

ことをしなければならぬことがあつたとしても,自分 の

心に問 うてみれば,他人の望まぬことをわざとしたことはなかつたと断言することができる。とも

あれそのようなことはみな忘れ去つて も,青年の日たに心に刻み込まれた ものだけは消え失せぬだ

116



ろう。終生,こ の思いだ1だ けは忘れられないだろうし, 15年 に及ぶ生活の間にベンガルが私に与

えてくれたものも忘れることは出来ぬだろう。

カルカツタでは相当多 くのビハール人とも親L〈 なつた。私がカルカツタヘ出たころはビハー

ル人はほんのわずかしかいなかつたのであるが,その数は次第に増してゆき,後にはかなりの数に

達した.私たちはビハール●クラブを結成 して毎週会合 していた。カースト制度のことがとてもや

かましく, ヒンドウー ●ホステルでは私たちは料理を別にするためにビハール人のブラーフマンを

傭つていたほどである。私はガネーシユ・ プラサー ド博士と食事を共にしていたが, カーストの詣1

約は随分守つていた。博士は私と同じカーヤス ト・ カーストの人だつた。故郷のビハールでは食べ

てはいけないことになつていた他カーストの者の触れた食物はそこでもやはり食べなかつた。それ

ほどの期間にも私lrlベ ンガル人の学″食堂では,カ ツチー・ ラソーイー・ は一度も食べたことはな

かつた。

ビハール入学生の多 くとも親 Lく なつたが,その人たちは今はビハールのあちこちに散らばつ

てそれぞれ自分の持場で活躍している.従 つてビハールヘ行けばカルカツタ時分の友人のだれかに

出合 う。チヤンパーラン県シカールプルのアヴアデーシユプラサー ド氏とジヤガンナー トプラサー

ド氏,シ ヤーハーバー ドのシユカデーヴプラサー ド●ヴアルマー氏,バーガルプルのクリシユナプラ

サー ド氏, ラーンチーの パ ドリーナー ト・ ヴアルマー氏,バ ラバ ドラブラサー ド・ ジヨーテイシ

ー氏, サー ドウシン博士, ラージエーシユワル 0プ ラサー ド博士,バ トウクデーヴプラサー ド・ ヴ

アルマー氏, ヴインドヤヴアーシこ―プラサード。ヴアルマー氏などが親友であつた。だが,こ の

中の幾人かはすでに故人となつている。アヴアデーシユ氏との交際7fl大変実りが多く,後 1/rは 私方

と縁家になつた。

0
l LcЛ  RasЛ  ― 水を用いて料理されたものを呼ぶ。これは,ギ=(精製したバター)を

用いて料理されたもの 一 Paは■Rasoi ― に比べて不浄なものとなりやすいので (但tカ ース

トの者から受ける際などの)取扱いに一段と注意を要する。

。P.92下 7行の☆の次に,

OP。 96下 5行の☆の次に,

補 う。

。P。 105止 9行の☆の次に

ラモンには」を補う。

。P。 106下 8行の☆の次に

訳。註  古 賀 勝 郎

「史学,論理学,数学のはかに」を補う。

「みようと誘つたので,私も3科日の特別コースをとつた。」を

「サテイヤナーラーヤンの縁起物語を語つてもらつた。また,バ

賊 めて」を補う。
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